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婚活に行こう！
すてきな「出会い」を探しに

近
年
、
結
婚
観
や
価
値
観
の
変
化
に

よ
り
、
全
国
的
に
結
婚
の
先
送
り
現
象

が
見
ら
れ
、
未
婚
率
が
上
昇
し
て
い
ま

す
。
本
市
で
も
同
じ
く
未
婚
率
が
上
昇

し
て
い
て
、
特
に
25
～
29
歳
の
女
性
の

未
婚
率
で
は
、
昭
和
60
年
に
比
べ
、
平

成
27
年
は
24
・
６
㌫
も
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
26
年
度
県
民
意
識

調
査
に
よ
る
と
、
独
身
者
の
う
ち
、
結

婚
を
希
望
す
る
人
が
９
割
を
占
め
る
も

の
の
、
結
婚
し
た
い
相
手
に
巡
り
合
え

な
い
な
ど
の
理
由
で
、
独
身
で
い
る
人

も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
日
本
で
は
結
婚
し
て
か
ら

子
ど
も
が
生
ま
れ
る
場
合
が
大
半
で
あ

る
の
で
、
未
婚
率
が
増
加
す
れ
ば
、
子

ど
も
の
出
生
数
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

本
市
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・
78
と

全
国
や
県
と
比
べ
高
い
水
準
で
す
が
、

出
生
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
本
市
は

「
都
城
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」の
基
本
目
標
の
一
つ
に「
都

城
で
育
て
た
い
に
応
え
る
～
若
い
世
代

の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か

な
え
る
～
」
を
掲
げ
、
平
成
28
年
度
か

ら
婚
活
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
婚
活
」
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
そ
の

後
の
結
婚
や
定
住
、
出
産
、
子
育
て
へ

と
つ
な
が
り
、「
都
城
市
の
活
性
化
」

が
実
現
し
ま
す
。

市
の
婚
活
支
援
は
着
実
に
実
を
結
び

始
め
、
こ
れ
ま

で
の
婚
活
イ
ベ

ン
ト
で
１
２
８

組
の
カ
ッ
プ
ル

が
誕
生
し
、
う

ち
４
組
が
結
婚

し
ま
し
た
。

「
婚
活
」
を
な
ぜ
市
が

支
援
す
る
の
か
？
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　今や行政も婚活（結婚相手を見つける活動）を支援する時代。本市では、NPOなど各種団体と協働して
婚活を支援しています。今回は、婚活を支援する意義や取り組みを紹介します。

◎問い合わせ　総合政策課　☎ 23-7161

本市の年代別未婚率の推移
（出典）統計から見た都城
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出会い
応援団

婚　活
支援員

都城市 婚活応援
企業等

連携

認定

養成
連
携

認
定
・
委
託

地域が一体となって出会いを応援！ 市
は
、
地
域
や
企
業
な
ど
と
連
携
し

て
、
出
会
い
や
婚
活
に
関
す
る
支
援
を

強
化
し
て
い
ま
す
。

「
都
城
市
出
会
い
応
援
団
」
を
認
定

婚
活
支
援
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

な
ど
の
民
間
団
体
を
「
都
城
市
出
会
い

応
援
団
」
と
し
て
認
定
。
こ
れ
ら
の
団

体
に
、
結
婚
ま
で
の
課
題
な
ど
を
解
決

す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
併
せ
た
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
委
託
し
、

結
婚
を
希
望
す
る
人
に
対
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
出
会
い
の
場
を
提
供
し
て
い
ま

す
。出

会
い
応
援
団
の
詳
し

い
情
報
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

婚
活
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
配
信

婚
活
情
報
を
必
要
と
し
て
い
る
人
を

対
象
と
し
た
「
婚
活
情
報
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始
。
登
録
し
た
人
に

市
や
都
城
市
出
会
い
応
援
団
が
主
催
・

実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
配
信

し
て
い
ま
す
。

登
録
を
希
望
す
る
人
は

「
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」

で
手
続
き
く
だ
さ
い
。

「
婚
活
支
援
員
」
の
養
成

市
で
は
、
地
域
に
お
い
て
独
身
者
の

婚
活
を
支
援
す
る
「
婚
活
支
援
員
」
を

養
成
。
婚
活
支
援
員
は
、
結
婚
を
取
り

巻
く
現
状
や
結
婚
を
希
望
す
る
人
へ
の

対
応
な
ど
、
婚
活
支
援
に
必
要
な
知
識

を
専
門
家
か
ら
学
び
、
地
域
で
婚
活
の

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

「
出
会
い
」を
つ
く
る

本
市
の
婚
活
支
援

認定証交付式に参加した都城市婚活応援企業など

婚
活
す
る
な
ら
都
城
へ
！

平
成
29
年
８
月
か
ら
、
本
市
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
し
、
婚
活
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
婚
活
が
身
近

な
自
分
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
支
援
が
あ

る
と
思
い
、協
力
隊
に
応
募
し
ま
し
た
。

着
任
し
て
驚
い
た
の
は
、
婚
活
と
い

う
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
に
、
想
像
以
上

に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
行
政
が
関
わ
っ
て

い
た
こ
と
。
婚
活
を
支
援
す
る
「
出
会

い
応
援
団
」
や
「
婚
活
応
援
企
業
等
」

の
皆
さ
ん
と
関
わ
る
中
で
、
市
の
婚
活

支
援
が
、
ゆ
く
ゆ
く
は
本
市
へ
の
定
住

や
出
産
、
子
育
て
な
ど
へ
と
つ
な
が

り
、
ま
ち
全
体
の
活
力
と
な
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
結
婚
を
希
望
す
る
人
は
、
婚

活
だ
け
で
な
く
子
育
て
環
境
な
ど
の
情

報
も
求
め
て
い
ま
す
。
独
身
者
の
皆
さ

ん
に
「
婚
活
の
先
」
へ
進
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
、
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
で
す
。

地域おこし協力隊（婚活担当）
西山 久瑠美さん

「
都
城
市
婚
活
応
援
企
業
等
」
を
認
定

結
婚
を
希
望
す
る
従
業
員
を
応
援
す

る
企
業
や
団
体
を
「
都
城
市
婚
活
応
援

企
業
等
」
と
し
て
認
定
。
そ
の
担
当
者

に
、
市
内
で
開
催
さ
れ
る
婚
活
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
情
報
提
供
や
研
修
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
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「
ド
キ
ド
キ
」か
ら
始
ま
る

「
出
会
い
」を

「
出
会
い
た
い
」
を
く
み
取
る

市
内
の
独
身
者
の
中
に
は
、
結
婚
願

望
は
あ
る
も
の
の
、「
仕
事
が
忙
し
い
」

「
出
会
う
場
が
な
い
」「
気
恥
ず
か
し
い
」

「
自
分
に
自
信
が
な
い
」な
ど
環
境
的
・

内
面
的
な
理
由
か
ら
婚
活
に
踏
み
出
し

に
く
い
と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
ま
す
。

市
と
協
働
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の

出
会
い
を
演
出
し
て
い
る
「
都
城
市
出

会
い
応
援
団
」。
結
婚
を
希
望
す
る
人

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

出
会
い
応
援
団
は
、
こ
れ
ら
の
意
見

を
参
考
に
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。「
集
団

お
見
合
い
」
の
よ
う
な
婚
活
イ
ベ
ン
ト

だ
け
で
な
く
、
料
理
や
食
事
を
一
緒
に

し
た
り
、
旅
行
や
映
画
鑑
賞
を
し
た
り

す
る
な
ど
の
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
や
、
話

し
方
や
食
事
マ
ナ
ー
な
ど
の
内
面
を
磨

く
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
実
施
し
、
婚
活
に

参
加
し
や
す
い
環
境
を
提
供
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
本
人
だ
け
で
な
く
、
自
分
の

子
の
結
婚
に
悩
む
親
へ
の
相
談
に
応
じ

る
出
会
い
応
援
団
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　

ヘ
ア
メ
イ
ク
を
し
て
、
お
し
ゃ
れ

に
着
こ
な
し
た
女
性
が
、
ド
キ
ド
キ

で
き
る
場
所
を
都
城
に
作
り
た
い
と

思
い
、
始
め
ま
し
た
。

Ｑ
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
？

　
「
参
加
し
や
す
い
婚
活
」
を
テ
ー

マ
に
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。
話
し
掛
け

る
の
が
苦
手
な
人
も
話
せ
る
よ
う
に

「
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
タ
イ
ム
」
を
設
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
し
ゃ
れ
な
空

間
で
お
い
し
い
食
事
を
楽
し
む
な
ど

特
別
感
を
演
出
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
特
徴
的
な
取
り
組
み
は
？

　

希
望
者
に
は
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
前

に
無
料
で
ヘ
ア
メ
イ
ク
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
服
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
分

か
ら
な
い
人
に
は
、
買
い
物
に
同
行

し
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

　

４
年
前
か
ら
婚
活
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
「
ク
ロ
ス
ナ
イ
ト
」。
代
表
の
徳

重
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

Ｑ
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
？

　

参
加
者
に
は
、
事
前
に
必
ず
連
絡

を
取
り
、希
望
や
不
安
な
ど
を
聞
き
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ

と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
や
り
が
い
を
感
じ
る
点
は
？

　

自
分
の
長
所
に
気
付
い
て
い
な
い

人
の
メ
イ
ク
や
服
装
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
と
、
表
情
に
も
変
化
が
出
て
き
ま

す
。
自
信
を
持
ち
、
す
て
き
に
変
化

し
て
い
く
様
子
が
う
れ
し
い
で
す
。

Ｑ
今
後
の
予
定
は
？

　

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
楽
し
む
婚
活
イ
ベ
ン
ト
「
遊

ぶ
×
ト
キ
メ
ク　

恋
レ
ク
」
を
、
３

月
18
日
㈰
、
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン

タ
ー
（
姫
城
町
）
で
開
催
し
ま
す
。

遊
び
な
が
ら
気
の
合
う
人
を
見
つ
け

る
イ
ベ
ン
ト
な
の

で
、
ぜ
ひ
、
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

恋レク

クロスナイト代表　　
徳重　健太郎さん

「
出
会
い
の
場
」を

つ
く
る
応
援
団
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私は、セミナーとレクリ
エーションを組み合わせた
イベントに参加しました。
セミナーでは、良い第一印

象の与え方などを学び、自分の服装や価
値観を見直すきっかけとなりました。グ
ループで協力して 1位を目指すレクリ
エーションでは、自然と会話も弾みまし
た。また、おいしいスイーツも食べるこ
とができ、楽しい時間を過ごせました。
これまで、「婚活＝お見合い」のよう
な敷居の高さを感じていましたが、まず
は「楽しむ」を目的
に気軽に参加してみ
ようと思いました。

私が参加したイベント
は、市内の観光地などをバ
スで巡る日帰りツアー。「初
参加」かつ「内気な性格」

なので、お見合い型イベントは緊張して
しまうと思い、ツアー型イベントを選び
ました。
バス移動では、隣席の女性と話す時間
が設けられていて、司会の積極的な声掛
けもあり、初対面でも会話が弾みました。
参加前に思っていた「積極的な人向けの
イベント」という先入観は、払拭されま
した。イベント後に、
気になる人の連絡先
の交換もでき、大変
満足しています。

♥参加したきっかけは？
　通っていたヨガ教室の福元先生が婚活支援員もしてい
て、それぞれに婚活イベントへ声を掛けてくれました。

♥参加したイベント内容は？
　コミュニケーション講座の後、食事をしながら歓談し
ました。告白タイムなどがなく、気軽に楽しめました。

♥結婚の決め手は？
　デートを重ねるうちに、趣味を楽しむところや考え方
が、互いに似ていると思いました。何より２人で一緒に
いて楽しいことが決め手です。

　NPO法人「田舎暮らしみやざき生活応援団」
のイベントで出会い、2月に結婚したカップルに
話を聞きました。

私たち

結婚しました！

　市内で開催された婚活イベントに参加した、婚活初心者の男女２人。
参加してみて、感じたことを聞きました。

START

GOAL!

山下　輝彦さん・文子さん（早水町）

「
婚
活
初
心
者
」＆

「
成
婚
カ
ッ
プ
ル
」
インタビュー

♥出会い応援団への感想
　福元先生やスタッフが、イベント後に誘うきっかけを
作ってくれたので感謝しています。

♥結婚を希望する人へ一言
　「婚活」と気を張らず、知り合いが広がるぐらいの軽い
気持ちで参加すると、すてきな出会いがあると思います。
ぜひ、参加してみてください。

　本市では、幸せな二人の結婚の門出に華を添える「ご当地婚姻
届」を制作しました。４月２日㈪から利用できます。二人のアル
バムの１ページに「都城市の婚姻届」を加えてみませんか。

トピック

20代女性 30代男性
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西
郷
隆
盛

  
直
筆
の
書
が

　
　 
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
！

　

1
月
12
日
、
柳
田
喜
美
子
さ
ん
（
東

町
）
か
ら
西
郷
隆
盛
直
筆
の
書
（
＝
南

州
書
）
が
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
書
は
、
柳
田
さ
ん
の
祖
父
山
内
哲て
っ

正し
ょ
う

が
、
西
南
戦
争
で
の
戦
功
に
よ
っ
て
西

郷
か
ら
直
接
譲
り
受
け
た
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
書
に
書
か
れ
て
い
る

内
容
や
そ
の
価
値
を
紹
介
し
ま
す
。　

◎
問
い
合
わ
せ　

　
　

都
城
島
津
邸　

☎
23

－

２
１
１
６

西
郷
の
書
と
山
内
哲
正
の
関
係

　

青
年
時
代
の
山
内
哲
正
（
１
８
５
６

～
１
９
４
５
、
現
在
の
蔵
原
町
出
身
）

は
、
西
郷
が
創
設
に
関
わ
っ
た
鹿
児
島

の
私
学
校
で
学
び
ま
し
た
。
明
治
10
年

（
１
８
７
７
）
に
起
こ
っ
た
西
南
戦
争

に
、
西
郷
軍
と
し
て
参
加
。
熊
本
県
宇

土
で
の
戦
功
を
賞
し
、
西
郷
自
ら
が
哲

正
に
こ
の
書
を
直
接
与
え
ま
し
た
。
そ

の
後
、
哲
正
が
宇
土
か
ら
都
城
へ
帰
還

し
、
都
城
に
こ
の
書
が
残
り
ま
し
た
。

　

明
治
17
年
（
１
８
８
４
）
に
蔵
馬
場

（
現
蔵
原
町
）
で
医
院
を
開
業
し
た
哲

正
は
、
都
城
町
会
議
員
や
北
諸
県
郡
会

議
員
、
都
城
北
諸
県
郡
医
師
会
理
事
な

ど
の
要
職
を
歴
任
。
地
域
行
政
と
医
業

の
発
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。
ま
た
、
都

城
市
営
電
気
株
式
会
社
を
創
設
し
た
他
、

都
城
演
芸
や
都
城
魚
菜
市
場
の
経
営
発

展
に
寄
与
す
る
な
ど
、
都
城
の
産
業
振

興
に
も
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

書
の
歴
史
的
価
値

　

西
郷
が
、
大
久
保
利と
し

通み
ち

や
木
戸
孝た
か

允よ
し

と
共
に
、
明
治
維
新
に
最
も
貢
献
し
た

「
維
新
の
三
傑
」
で
あ
り
多
く
の
人
が

知
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
現
在
も

非
常
に
人
気
が
高
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

西
郷
が
残
し
た
と
さ
れ
る
作
品
は
偽
物

が
多
く
出
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
書
は

そ
の
中
で
、「
西
南
戦
争
時
に
哲
正
が

西
郷
か
ら
直
接
譲
り
受
け
た
」
と
い
う

由
来
が
明
確
で
、
筆
跡
も
間
違
い
な
い

こ
と
を
理
由
に
、
西
郷
南
州
顕
彰
館
か

ら
本
物
で
あ
る
と
の
鑑
定
を
受
け
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
西
郷
と
直
接
関
係
が
あ
っ
た

人
が
都
城
に
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
も

の
で
も
あ
り
、
大
変
貴
重
な
史
料
で
す
。

西南戦争　都城隊士の墓（鹿児島市南洲神社）

山内　哲正
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【
本
文
】

【
読
み
】

数
年
の
征
戦
功
を
謀
ら
ず
、
自み
ず
か

ら

干か
ん

城じ
ょ
う

と
作な

り
て
膽た
ん

躬み

に
満み

つ
、更
に
憶お
も
う

微
行
・
花か

巷こ
う

の
夜
、
悠
然

一
睡
し
て
兇き
ょ
う

雄ゆ
う

を
壓あ
っ

せ
し
を　
　

南
洲

【
口
語
訳
】

　

八
幡
公
源
義
家
は
、
長
年
の
戦
争
に

自
分
の
手
柄
を
誇
る
こ
と
な
く
、
自
ら

朝
廷
の
盾
と
な
っ
て
、
敵
に
動
じ
ず
勇

敢
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
京
の
花
街
を
お
忍
び
で
楽

し
ん
だ
夜
に
、
同
行
し
た
安
部
貞
任
の

前
で
悠
然
と
一
眠
り
し
た
義
家
の
大
胆

さ
に
は
、
感
服
す
る
も
の
だ
。

今
後
の
展
示
な
ど

　

こ
の
貴
重
な
史
料
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

た
め
、
修
復
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、

「
明
治
維
新
１
５
０
年
」
に
当
た
る
平

成
30
年
度
に
展
示
公
開
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

南
洲
書
の
持
つ
歴
史
的
価
値
を
、
ぜ

ひ
、
堪
能
く
だ
さ
い
。

書
の
形
状
と
状
態

　

和
紙
に
書
か
れ
た
こ
の
書
は
、
掛
軸

に
な
っ
て
い
ま
す
。
書
が
書
か
れ
て
い

る
本
紙
の
寸
法
は
、
縦
１
２
８
㌢
、
横

58
㌢
で
、
掛
軸
全
体
で
は
、
長
さ
が

２
１
５
㌢
と
大
き
な
も
の
で
す
。

　

本
紙
自
体
は
大
変
良
好
な
状
態
で
す

が
、
１
４
０
年
も
の
長
い
年
月
が
経
過

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
掛
軸
部
分
に
破

損
な
ど
が
あ
る
た
め
、
修
復
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

書
の
内
容

　

こ
の
書
に
は
、
平
安
時
代
後
期
（
11

世
紀
半
ご
ろ
）
に
東
北
地
方
で
起
こ
っ

た
「
前ぜ
ん

九く

年ね
ん

の
役え
き

」
に
お
け
る
、
源
氏

の
八は
ち

幡ま
ん

太
郎
義よ
し

家い
え

（
源
義
家
）
の
取
っ

た
行
動
に
あ
や
か
っ
た
内
容
が
書
か

れ
、
後
に
「
八
幡
公
」
と
い
う
表
題
が

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

東
北
地
方
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ

た
安
部
氏
を
制
圧
す
る
た
め
、
朝
廷
は

源
頼よ
り

義よ
し

を
陸む
つ

奥の

守か
み

と
鎮ち
ん

守じ
ゅ

府ふ

将
軍
に
任

命
し
て
派
遣
し
ま
し
た
。
頼
義
の
長
子

で
あ
る
義
家
は
、
そ
の
際
に
従
軍
し
て

い
ま
す
。
当
代
随
一
の
武
者
と
評
さ
れ

た
義
家
は
、
敵
で
あ
っ
た
安
部
貞さ

だ

任と
う

の

目
の
前
で
一
眠
り
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の

豪
胆
で
あ
っ
た
と
い
う
逸
話
も
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
逸
話
を
基
に
、
西
郷
は
「
天
下

第
一
の
武
者
」
義
家
の
勇
敢
さ
に
あ
や

か
る
か
の
よ
う
に
、
こ
の
書
を
西
南
戦

争
の
激
戦
の
最
中
に
し
た
た
め
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

数
年
征
戦
不
謀
功
自

作
干
城
膽
満
躬
更
憶

微
行
花
巷
夜
悠
然

一
睡
壓
兇
雄
　
　
南
洲

寄
贈
さ
れ
た
書
（
西
郷
隆
盛
が
号
し
た
「
南
州
」
が
最
後
に
記
さ
れ
る
）
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都
城
市
議
会
議
員
決
ま
る

　

任
期
満
了
に
伴
う
市
議
会
議
員
選
挙
が
１
月
28
日
に
行
わ
れ
、
今
後

４
年
間
の
市
政
運
営
に
携
わ
る
29
人
の
市
議
会
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
13
日
の
臨
時
会
で
議
長
に
榎
木
智
幸
議
員
、
副
議
長
に

長
友
潤
治
議
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

29
人
の
顔
触
れ

川内　賢幸（36）
山之口町花木　２回

上坂　月夫（66）
安久町　２回

佐藤　紀子（61）
蓑原町　３回

音堅　良一（58）
上長飯町　３回

大浦　さとる（61）
上川東四丁目　４回

広瀬　功三（61）
志比田町　２回

小玉　忠宏（68）
上東町　３回

畑中　ゆう子（55）
乙房町　２回

江内谷　満義（69）
高城町桜木　４回

議
長
あ
い
さ
つ

２
月
13
日
の
臨
時
会
に
お
い
て
、
議

長
に
就
任
し
ま
し
た
。
議
会
代
表
者
と

し
て
の
重
責
を
担
い
、
ま
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。

都
城
市
議
会
は
、今
回
の
選
挙
か
ら
、

議
員
定
数
５
人
減
の
29
人
と
し
、
新
た

に
出
発
し
ま
す
。
市
議
会
は
、
本
市
の

重
要
な
事
項
を
決
め
る
責
任
を
担
っ
て

い
ま
す
。
議
会
に
与
え
ら
れ
た
監
視
・

政
策
提
案
機
能
を
発
揮
し
な
が
ら
、
市

民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
7
代
都
城
市
議
会
議
長

榎
木
　
智
幸

旧
山
之
口
町
議
会
議
員
を
３
期
、
都

城
市
議
会
議
員
を
４
期
、通
算
７
期
目
。

副
議
長
な
ど
を
歴
任
。

荒神　稔（63）
山田町山田　４回
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中村　千佐江（41）
南横市町　１回

永田　照明（68）
高城町石山　４回

筒井　紀夫（68）
山田町山田　３回

山内　いっとく（38）
高木町　１回

神脇　清照（70）
郡元四丁目　４回

岩元　弘樹（35）
一万城町　１回

徳留　八郎（77）
八幡町　４回

榎木　智幸（61）
山之口町富吉　４回

森　りえ（60）
花繰町　２回

赤塚　隆志（55）
都原町　１回

永田　浩一（73）
高崎町東霧島　４回

福島　勝郎（63）
上長飯町　２回

黒木　優一（58）
庄内町　４回

長友　潤治（57）
上水流町　３回

迫間　輝昭（70）
高崎町縄瀬　３回

杉村　義秀（68）
上長飯町　3 回

中田　悟（56）
太郎坊町　４回

別府　英樹（62）
都北町　１回

西川　洋史（70）
姫城町　４回

本
市
は
、
南
九
州
の
産
業
・
経
済
・

文
化
の
中
心
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
市
政
発
展
の
礎
を

築
か
れ
た
皆
様
の
ご
尽
力
に
心
か
ら
感

謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
本
市
が
持

つ
地
域
資
源
と
英
知
を
生
か
し
、「
南

九
州
の
拠
点
都
市
＝
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ

テ
ィ
都
城
」
の
さ
ら
な
る
躍
進
の
た
め

に
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　今回の選挙の投票率は 43・46㌫
と、過去最低となりました。
　選挙管理委員会では、今回の選
挙から西岳地区に移動期日前投票
所を開設。 2 日間で94人が投票し
ました。また、期日前投票所にコ
ミュニティバスで来場する人の無
料化を庄内地区にも拡大し、投票
の利便性の向上を図りました。

市議会議員選挙トピック

※敬称略、上から下、右から左に得票順。氏名、3 月 1 日現在の年齢、住所地、合併以降の当選回数を記載

第
13
代
都
城
市
議
会
副
議
長

長
友
　
潤
治

　

都
城
市
議
会
議
員
を
３
期
目
。
産
業

経
済
委
員
会
副
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。
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平
成
30
年
度
の
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
ど
の
会
場
で
も
受
け

ら
れ
ま
す
の
で
、
日
程
お
よ
び
時
間
を
日
程
表
で

確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、

最
寄
り
の
動
物
病
院
で
も
接
種
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課　

☎
23

－

２
１
３
０

愛
犬
を
守
る
た
め
に
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

狂
犬
病
予
防
注
射

狂
犬
病
に
な
ら
な
い
た
め
に

　
「
狂
犬
病
」は
、
人
に
感
染
す
る
と
死

に
至
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
そ
の
た

め
、
犬
の
飼
い
主
は
、
毎
年
一
回
の
狂

犬
病
予
防
注
射
の
接
種
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
飼
い
主
に
は
、

犬
一
匹
ご
と
に
、
一
生
に
一
回
の
登
録

も
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
手
数
料（
毎
年
１
回
）

１
頭　

３
千
円

登
録
手
数
料（
生
涯
１
回
限
り
）

１
頭　

３
千
円

飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

・
飼
い
主
宛
て
に
受
付
票
を
郵
送
し
ま

す
。
必
ず
会
場
に
持
参
く
だ
さ
い

・
会
場
で
は
、首
輪
を
し
っ
か
り
締
め
、

人
や
犬
に
か
み
つ
く
こ
と
の
な
い
よ

う
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い

・
妊
娠
中
や
体
調
の
悪
い
犬
、
ま
た
は

　

１
カ
月
以
内
に
他
の
予
防
注
射
を
し

た
場
合
は
、
獣
医
師
や
動
物
病
院
に

相
談
く
だ
さ
い

・
飼
い
犬
の
死
亡
、
飼
い
主
の
氏
名
や

住
所
な
ど
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
届

け
出
が
必
要
で
す

・
未
登
録
犬
は
、
注
射
と
同
時
に
登
録

も
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
注
射
会
場
で

も
受
け
付
け
ま
す

・
平
成
30
年
度
か
ら

狂
犬
病
予
防
注
射

済
票
の
形
状
が
変

わ
り
ま
す

本庁管内
期日・地区 場　所 時　間

本庁管内
期日・地区 場　所 時　間

本庁管内
期日・地区 場　所 時　間

4月9日㈪
西　岳

猪子石記念碑前 9：30～ 9：45

西折田代自治公民館 10：00～10：20

田野地区集落センター 10：35～10：50

高野営農研修館
（高野自治公民館） 11：10～11：30

上馬渡自治公民館 13：30～13：50

夏尾市民センター 14：05～14：25

東牛之脛自治公民館 14：40～14：55

御池自治公民館 15：10～15：25

4月10日㈫
西　岳
庄　内

下川内自治公民館 9：00～ 9：20

関之尾自治公民館 9：35～ 9：55

庄内地区公民館 10：10～10：50

千草自治公民館 11：10～11：40

宮島自治公民館 13：00～13：30

今平自治公民館 13：45～14：15

平田自治公民館 14：30～15：00

下川崎自治公民館 15：15～15：35

4月19日㈭
志和池
沖　水

薄谷自治公民館 11：05～11：25

森田自治公民館 11：40～12：00

崎田自治公民館 13：20～13：40

麓自治公民館
（野々美谷） 13：55～14：15

下金田自治公民館 14：30～14：50

中金田自治公民館 15：05～15：25

4 月20日㈮
志和池

荒ヶ田自治公民館 9：30～ 9：45

岩満自治公民館 10：00～10：15

下水流 3自治公民館 10：30～11：00

下水流 1自治公民館 11：15～11：45

上水流東自治公民館 13：00～13：20

志和池地区公民館 13：40～14：00

丸谷自治公民館 14：15～15：00

4 月22日㈰
庄　内
西　岳

庄内地区公民館 13：00～13：40

西岳地区公民館 14：15～14：45

4 月24日㈫
沖　水
祝　吉
小松原

高木自治公民館 9：20～10：00

沖水地区公民館 10：15～11：00

松之元自治公民館 11：15～11：45

下川東自治公民館 13：10～13：30

小松原地区公民館
（地区体育館横） 13：50～14：40

宮丸自治公民館 15：00～15：30

4 月25日㈬
祝　吉
妻ケ丘

祝吉地区公民館 9：30～10：10

早水自治公民館 10：35～11：05

立野自治公民館 11：20～11：50

菖蒲原自治公民館 13：10～13：40

広原自治公民館 13：55～14：15

一万城西部自治公民館 14：35～15：05

竹町自治公民館 15：25～15：55

4 月26日㈭
妻ケ丘
姫　城
五十市

上長飯霊地公園
北側駐車場 9：20～ 9：50

若葉自治公民館 10：05～10：35

早鈴自治公民館 10：50～11：10

甲斐元自治公民館 11：25～11：45

都島自治公民館 13：10～13：30

五十市地区公民館 13：50～14：40

狐塚自治公民館 15：00～15：20

4 月27日㈮
五十市
横　市
小松原

鷹尾一丁目自治公民館 9：00～ 9：20

久保原西自治公民館 9：40～10：10

霧原自治公民館 10：25～10：55

東加治屋自治公民館 11：15～11：45

横市地区公民館 13：10～13：50

今房自治公民館 14：05～14：25

大根田自治公民館 14：40～15：00

志比田自治公民館 15：15～15：45

5 月 7日㈪
中　郷
姫　城
五十市

豊満自治公民館 9：20～ 9：40

高野原自治公民館 9：55～10：15

正応寺自治公民館 10：30～11：00

下安久自治公民館 11：15～11：45

藤田自治公民館 13：10～13：50

下長飯自治公民館 14：10～14：40

ふるさとセンター
（大岩田玉利自治公民館隣）14：55～15：25

狂犬病予防注射済票
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5 月15日㈫

上星原公民館 9：30～10：00

下星原公民館 10：20～10：50

西久保公民館 11：10～11：40

豊広公民館 13：00～13：30

高城農村改善センター 13：50～14：20

第12自治公民館 14：40～15：10

5 月16日㈬

第11自治公民館 9：00～ 9：30

石山体育センター 9：50～10：20

第 9自治公民館 10：40～11：10

高城ふれあい武道館 11：30～12：00

第 3自治公民館 13：20～13：50

勤労青少年ホーム 14：10～14：40

横原地区コミュニティセンタ－ 15：00～15：30

5 月17日㈭

高城原ふれあいスポーツ館 9：00～ 9：20

第 1自治公民館 9：40～10：10

第 2自治公民館 10：30～11：00

高城総合支所 11：20～12：00

5 月27日㈰ 高城総合支所 10：30～11：30

5 月14日㈪

雀ヶ野公民館 9：30～ 9：50

高城地区公民館四家分館 10：10～10：30

第18自治公民館 10：50～11：10

七瀬谷公民館 11：30～11：50

市野々公民館 13：10～13：30

田辺公民館 13：50～14：10

雁寺・八久保公民館 14：30～15：00

高崎総合支所管内
期　日 場　所 時　間

山田総合支所管内
期　日 場　所 時　間

高崎総合支所管内
期　日 場　所 時　間

高城総合支所管内
期　日 場　所 時　間

高城総合支所管内
期　日 場　所 時　間

山之口総合支所管内
期　日 場　所 時　間

本庁管内
期日・地区 場　所 時　間

4 月11日㈬

蔵元自治公民館 9：10～ 9：35

三和自治公民館 9：55～10：20

共和自治公民館 10：40～11：05

横谷自治公民館 11：25～11：50

笛ヶ水教育集会所 13：20～13：40

後平自治公民館 14：00～14：20

炭床自治公民館 14：50～15：10

鵜戸自治公民館 15：30～15：45

4月12日㈭

荒場自治公民館 9：10～ 9：35

上勢西自治公民館 9：55～10：15

原村自治公民館 10：35～11：05

牟礼水流自治公民館 11：25～11：45

高崎福祉保健センター 13：10～13：40

高坂自治公民館 14：00～14：25

鍋自治公民館 14：45～15：05

塚原自治公民館 15：25～15：45

4月13日㈮

野平自治公民館 9：10～ 9：25

山神原自治公民館 9：40～10：00

迫間自治公民館 10：20～10：40

栗巣自治公民館 11：00～11：20

栢木自治公民館 11：35～11：50

権堀牛繋留所 13：10～13：25

高崎総合支所 13：45～14：05

田平自治公民館 14：20～14：40

町倉自治公民館 14：55～15：20

谷川自治公民館 15：35～15：50

※どの会場でも接種できますので、日程表を確認ください
　大雨や地震などの自然災害、緊急な事故などの発生により、日程が変更になる場合があります

5 月15日㈫ 永野地区公民館 9：00～ 9：20

5 月17日㈭

川内公民館 13：00～13：20

前方公民館 13：40～14：00

山之口総合支所 14：20～15：20

5 月18日㈮

飛松公民館 9：30～ 9：45

青井岳（高野商店裏） 10：05～10：25

五反田公民館 10：45～11：05

野上公民館 11：20～11：40

六十田公民館 13：00～13：20

田原公民館 13：40～14：00

麓営農研修館 14：20～15：20

5 月22日㈫

乗平公民館 9：00～ 9：20

桑原公民館 9：40～10：10

正近公民館 10：30～10：50

上富吉地区体育館 11：10～11：30

街区公民館 13：00～13：20

西向原公民館 13：40～14：20

下富吉地区体育館 14：40～15：20

5 月27日㈰ 山之口総合支所 9：00～10：00

4 月16日㈪

木下自治公民館 9：10～ 9：40

吉村自治公民館 10：00～10：30

中轟自治公民館 10：50～11：05

小牧自治公民館 11：25～11：45

東霧島地区多目的集会所 13：10～13：40

東自治公民館 13：55～14：15

4 月22日㈰ 高崎総合支所 9：00～10：00

4 月16日㈪
瀬茅自治公民館 14：35～14：55

牛谷自治公民館 15：10～15：35

4 月17日㈫

和田上自治公民館 9：10～ 9：30

田中自治公民館 9：45～10：10

毘砂丸自治公民館 10：25～10：45

万ヶ塚自治公民館 11：00～11：20

長谷自治公民館 11：35～11：55

石風呂自治公民館 13：10～13：35

平山自治公民館 13：50～14：10

中村自治公民館 14：25～14：45

山田体育館前 15：00～15：20

大古川自治公民館 15：35～15：55

4 月18日㈬

上是位川内自治公民館 9：10～ 9：30

下是位川内自治公民館 9：45～10：05

浜之段自治公民館 10：20～10：40

北田自治公民館 10：55～11：20

竹脇自治公民館 11：35～11：55

古江自治公民館 13：20～13：40

山内ニ自治公民館 14：00～14：25

谷頭五自治公民館 14：40～15：05

谷頭トレーニングセンター 15：20～15：45

4 月19日㈭

谷頭九自治公民館 9：10～ 9：30

谷頭一自治公民館 9：45～10：10

谷頭二自治公民館 10：25～10：50

4 月22日㈰ 山田総合支所 10：30～11：30

5 月 8日㈫
中　郷
五十市

大浦自治公民館 9：20～ 9：40

払川自治公民館 10：10～10：30

川内自治公民館 10：50～11：10

益貫自治公民館 11：30～12：00

雄児石自治公民館 13：20～13：40

女橋自治公民館 14：00～14：30

下今町自治公民館 15：00～15：30

5 月20日㈰
中　郷
妻ケ丘
小松原
横　市
五十市
姫　城

中郷地区公民館 9：00～ 9：30

妻ケ丘地区公民館 10：00～10：30

小松原地区公民館
（地区体育館横） 10：50～11：30

横市地区公民館 13：00～13：40

五十市地区公民館 14：00～14：50

都城市役所第2駐車場 15：10～15：40

5 月27日㈰
志和池
沖　水
祝　吉

志和池地区公民館 13：00～13：30

沖水地区公民館 13：45～14：15

祝吉地区公民館 14：40～15：10

6 月 3日㈰ 都城保健所 9：00～11：30
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ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の
役
割

　

国
は
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催
に

向
け
、
国
際
化
の
推
進
や
地
域
活
性
化

な
ど
の
観
点
か
ら
、
参
加
国
（
地
域
）

と
の
人
的
・
経
済
的
・
文
化
的
な
相
互

交
流
を
図
る
地
方
公
共
団
体
を
「
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
」
に
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
教

育
の
向
上
、
多
文
化
共
生
の
充
実
を
図

り
な
が
ら
、
参
加
国
と
の
交
流
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

本
市
は
、
モ
ン
ゴ
ル
国
と
レ
ス
リ
ン

グ
を
通
じ
た
交
流
事
業
計
画
を
国
に
提

案
。
平
成
28
年
12
月
に
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
役
割
を
果

た
し
な
が
ら
、
人
間
力
あ
ふ
れ
る
子
ど

も
た
ち
の
育
成
に
も
役
立
て
ま
す
。

伊
調
選
手
ら
が
熱
血
指
導
！

　

２
月
10
日
・
11
日
、
南
九
州
大
学
都

城
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
レ
ス
リ
ン
グ
講
習

会
を
開
催
。
２
０
１
６
年
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
４
連
覇
を
果

た
し
、
国
民
栄
誉
賞
を
受
賞
し
た
伊い

調ち
ょ
う

馨か
お
り

選
手
と
、
２
０
０
８
年
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
松
永
共と
も

広ひ
ろ

コ

ー
チ
を
講
師
に
、
モ
ン
ゴ
ル
国
の
若
手

選
手
４
人
と
県
内
の
高
校
生
や
ジ
ュ
ニ

ア
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
生
が
、
世
界
レ

ベ
ル
の
技
を
学
び
ま
し
た
。

　

２
人
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
の
体
験
談
や
試
合
で
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
高
め
方
な
ど
を
講
話
。
参

加
者
ら
は
、
世
界
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

の
話
に
、
目
を
輝
か
せ
て
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

綜合警備保障
（ALSOK）所属

伊調　馨選手

神奈川大学
レスリング部所属

松永 共広コーチ

伊調選手は「勝ち負けを意識せず、レス
リングがうまくなりたいという気持ちで
練習してきた。日々の努力が自信につな
がる。苦しいことを乗り越えると、人と
しても成長できる。結果より過程、日ご
ろの積み重ねを大切にしながら、毎日の
練習に取り組んでほしい」と講話。
　松永コーチは「私自身も、小さい頃に
メダリストの技術講習会に参加し、多く
のことを学んだ。今回の講習会を生か
し、目標に向かって頑張ってほしい」と
エールを送りました。

モ
ン
ゴ
ル
・
日
本

レ
ス
リ
ン
グ
交
流
会

世
界
レ
ベ
ル
の
技
を
体
感
！

　2020年開催の東京オリンピック・パラリンピック競技大会を控え、本市はモンゴル国との交流を深める
「ホストタウン」に登録されています。2月7日から14日まで、モンゴル国から若手選手4人と指導者2人
を招いて、都城西高等学校レスリング部でのスパーリングや都城大弓制作体験などの交流事業を実施。今
回は、2 月10日・11日に開催した「モンゴル・日本レスリング交流会」を紹介します。

◎問い合わせ　国際化推進室　☎23-2295

次世代を担う選手たちへ
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敬
老
特
別
乗
車
券

　

高
齢
者
の
自
主
的

活
動
を
支
援
す
る
た

め
に
交
付
し
て
い
る

敬
老
バ
ス
券
。
宮
崎

交
通
や
高
崎
観
光
バ

ス
、
三
州
自
動
車
の

３
社
が
運
行
す
る
路

線
バ
ス
で
利
用
で
き
ま
す
。

●
対
象　

満
70
歳
以
上
の
市
民

●
利
用
で
き
る
区
間　

市
内
全
域

※
高
速
バ
ス
、
特
急
バ
ス
は
利
用
不
可

●
１
回
当
た
り
の
負
担
額　

１
０
０
円

●
交
付
開
始　

４
月
２
日
㈪
～

●
交
付
場
所　

福
祉
課
、
各
総
合
支
所

市
民
生
活
課
、各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、

一
部
の
地
区
公
民
館

※「
一
部
の
地
区
公
民
館
の
交
付
日
程
」

を
参
照
く
だ
さ
い

●
交
付
手
数
料　

千
円

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

【
新
規
】

・
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
（
横

２
・
５
㌢
×
縦
３
㌢
で
脱
帽
、
顔
が

鮮
明
に
写
っ
て
い
る
も
の
）

・
保
険
証
や
運
転
免
許
証
な
ど
、
身
分

を
証
明
す
る
も
の

※
代
理
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん

【
更
新
】

・
現
在
、
持
っ
て
い
る
敬
老
バ
ス
券

※
代
理
手
続
き
も
で
き
ま
す
が
、
敬
老

バ
ス
券
の
紛
失
や
記
載
事
項
の
変
更

な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
新
規
の
手
続

き
と
な
る
た
め
代
理
手
続
き
は
で
き

ま
せ
ん

●
そ
の
他

　

有
効
期
限
が
３
月
31
日
の
敬
老
バ
ス

券
は
、
４
月
末
日
ま
で
使
用
で
き
ま
す

健
康
増
進
施
設
利
用
割
引
券

　

高
齢
者
と
障
が
い
者
の
健
康
増
進
を

図
る
た
め
、
温
泉
施
設
や
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
な
ど
で
利
用
で
き

る
、
共
通
割
引
券
（
１
人

当
た
り
20
枚
つ
づ
り
１

冊
）
を
交
付
し
ま
す
。

●
利
用
で
き
る
施
設

【
市
内
の
施
設
】

　

青
井
岳
荘
、
観
音
さ
く
ら
の
里
、
か

か
し
の
里
ゆ
ぽ
っ
ぽ
、
や
ま
だ
温
泉
、

敬
老
特
別
乗
車
券（
敬
老
バ
ス
券
）と
健
康
増
進
施
設

利
用
割
引
券（
利
用
割
引
券
）の
更
新
・
交
付
手
続
き

ラ
ス
パ
た
か
ざ
き
、
か
か
し
の
里
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
、
高
崎
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

【
曽
於
市
の
施
設
】

　

メ
セ
ナ
住
吉
交
流
セ
ン
タ
ー
、
財
部

温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー
、
大
隅
弥
五
郎
伝

説
の
里

【
志
布
志
市
の
施
設
】

　

国
民
宿
舎
ボ
ル
ベ
リ
ア
ダ
グ
リ
、
蓬

よ
も
ぎ

の
郷さ
と

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

●
対
象

①
65
歳
以
上
の
市
民
（
昭
和
29
年
４
月

１
日
以
前
生
ま
れ
）

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
65
歳
未
満
の
市
民

※
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）、
療

育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
（
１
・
２
級
）
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
の
主
な
介
助
者
も
対
象

●
交
付
開
始　

４
月
２
日
㈪
～

●
交
付
場
所　

福
祉
課
、
各
総
合
支
所

市
民
生
活
課
、各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、

一
部
の
地
区
公
民
館
な
ど

※
②
に
該
当
す
る
人
は
、
福
祉
課
と
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課
の
み

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

【
本
人
申
請
】　

印
鑑
、
身
分
証
明
書

【
代
理
申
請
】　

委
任
状
ま
た
は
、
交
付

対
象
者
と
代
理
人
の
身
分
証
明
書
、
交

付
対
象
者
と
代
理
人
の
印
鑑

【
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受

け
た
人
の
申
請
】

　

交
付
対
象
者
の
印
鑑
（
代
理
申
請
の

場
合
は
、
交
付
対
象
者
と
代
理
人
の
印

鑑
）、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
。
介
助

者
分
を
申
請
す
る
場
合
は
、
介
助
者
の

印
鑑

※
印
鑑
は
ス
タ
ン
プ
式
を
除
く
、
身
分

証
明
書
は
保
険
証
や
運
転
免
許
証
、

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

●
そ
の
他　

期
限
切
れ
の
割
引
券
は
、

申
請
手
続
き
に
持
参
く
だ
さ
い

※
施
設
で
は
回
収
し
ま
せ
ん

日　　時 場　　所

４/11㈬
  9:30 ～ 11:30 小松原地区公民館

13:30 ～ 15:30 横市地区公民館

４/12㈭
  9:30 ～ 11:30 祝吉地区公民館

13:30 ～ 15:30 長寿館（鷹尾三丁目）

４/13㈮   9:30 ～ 11:30 妻ケ丘地区公民館

一部の地区公民館の交付日程

4月2日㈪
から開始
　

交
付
期
間
中
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

☎
23

－

３
１
０
２
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東
京
２
０
２
０
に
投
票
で
参
加

２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
る

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
マ
ス
コ

ッ
ト
を
決
め
る
投
票
が
１
月
24

日
、
高
城
小
学
校
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
全
国
の
小
学
生
の
投
票

に
よ
り
、東
京
大
会
の
マ
ス
コ
ッ

ト
を
決
め
る
こ
の
取
り
組
み
。

児
童
ら
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

趣
旨
や
３
組
の
候
補
の
テ
ー
マ

を
学
ん
だ
後
、
ど
の
マ
ス
コ
ッ

ト
が
ふ
さ
わ
し
い
か
グ
ル
ー
プ

で
討
論
し
、
投
票
し
ま
し
た
。

徳
丸
陽ひ
な
た大

さ
ん
（
６
年
生
）
は

「
ど
れ
も
い
い
マ
ス
コ
ッ
ト
で

と
て
も
迷
っ
た
が
、
み
ん
な
の

意
見
を
聞
い
て
決
め
た
。
選
ん

だ
マ
ス
コ
ッ
ト
に
決
ま
る
と
う

れ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

簡
単
便
利
に
証
明
書
を
取
得

２
月
１
日
か
ら
市
役
所
１
階

市
民
課
窓
口
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、
住
民
票

の
写
し
な
ど
の
証
明
書
が
取
得

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

通
常
、
窓
口
で
証
明
書
を
取
得

す
る
に
は
、
申
請
書
を
記
入
・

提
出
し
、
発
行
ま
で
待
ち
時
間

が
あ
り
ま
す
が
、
専
用
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
で
は
、
読
み
取
り
機

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
か

ざ
し
、
自
分
で
手
続
き
で
き
る

の
で
、
待
ち
時
間
が
大
幅
に
短

く
な
り
ま
す
。池
田
市
長
は「
コ

ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
と
同
じ

操
作
。
職
員
が
手
助
け
す
る
端

末
で
一
度
経
験
す
る
と
、
コ
ン

ビ
ニ
で
も
手
続
き
し
や
す
く
な

る
」
と
話
し
ま
し
た
。

高
レ
ベ
ル
の
技
術
を
学
ぶ

都
城
市
卓
球
協
会
主
催
の
技

術
講
習
会
が
２
月
３
日
、
都
城

運
動
公
園
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
29
年
５
月
に
学

校
法
人
日
本
体
育
大
学
と
本
市

が
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
、

連
携
事
業
の
第
１
弾
と
し
て
開

催
し
た
こ
の
講
習
会
。
講
師
に

同
大
学
卓
球
部
の
鄭チ
ョ
ン

教
授
と
選

手
を
招
い
て
、
小
・
中
学
生
ら

約
１
８
０
人
が
基
本
的
な
ボ
ー

ル
の
打
ち
方
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。
参
加
し
た
野
村
龍り
ょ
う
ま馬
さ
ん

（
妻
ケ
丘
中
１
年
）
は
「
講
習

会
で
自
分
の
技
術
が
上
が
る
こ

と
が
う
れ
し
い
。
教
え
ら
れ
た

こ
と
を
今
後
の
試
合
な
ど
に
生

か
し
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い

ま
し
た
。

らくらく窓口証明書交付サービス開始

日体大教授を招いた卓球協会技術指導

互
い
に
支
え
守
り
合
う
応
援
協
定

大
規
模
災
害
発
生
時
に
、
互

い
に
応
援
し
合
う
協
定
を
１
月

17
日
、
本
市
と
宮
城
県
南
三
陸

町
が
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
協

定
は
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

た
南
三
陸
町
の
復
興
支
援
の
た

め
、
本
市
が
職
員
を
派
遣
し
て

い
る
こ
と
が
縁
で
実
現
。
資
機

材
の
提
供
や
職
員
の
派
遣
な

ど
、互
い
に
応
援
し
合
い
ま
す
。

佐
藤
仁じ
ん

南
三
陸
町
長
は
「
職
員

派
遣
に
感
謝
し
て
い
る
。
発
災

時
に
近
隣
自
治
体
と
の
協
定
が

機
能
し
な
い
こ
と
も
多
く
、
遠

方
自
治
体
と
の
協
定
は
大
変
重

要
。
も
し
も
の
際
は
、
初
動
対

応
な
ど
、
震
災
を
経
験
し
た
職

員
の
知
識
や
技
術
を
提
供
で
き

る
」と
力
を
込
め
て
い
ま
し
た
。南三陸町との災害時相互応援協定調印式

高崎クロスカントリー大会

青
空
の
下
、
健
脚
を
競
う

体
力
向
上
と
健
康
増
進
を
目

的
と
し
た
高
崎
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
大
会
が
１
月
21
日
、
高
崎

総
合
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

親
子
の
部
や
３
㌔
の
行
程
で
競

う
ス
ー
パ
ー
ハ
ー
ド
の
部
な
ど

12
種
目
に
、
市
内
外
か
ら
約
３

５
０
人
が
出
場
。
選
手
は
、
家

族
ら
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、

起
伏
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
で
、
健

脚
を
競
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

親
子
の
部
で
１
位
を
獲
得
し
た

中
崎
芽め

依い

さ
ん（
高
崎
町
縄
瀬
）

は
「
勝
ち
た
か
っ
た
の
で
保
育

園
の
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
で
も
が
ん

ば
っ
て
練
習
し
た
。
お
父
さ
ん

と
走
れ
た
こ
と
も
う
れ
し
か
っ

た
」
と
息
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し

た
。

東京オリ・パラマスコット投票
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健
康
づ
く
り
で
広
が
る
触
れ
合
い
の
輪

ふ
れ
あ
い
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
in
祝
吉
が
２
月
11
日
、
島
津

稲
荷
神
社
か
ら
祝
吉
ホ
タ
ル
の

里
、
沖
水
川
河
川
敷
を
歩
く
行

程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
祝
吉

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
企

画
。
地
区
内
外
か
ら
集
ま
っ
た

参
加
者
約
３
５
０
人
は
、
６
㌔

の
行
程
の
ご
み
拾
い
を
し
な
が

ら
、
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

同
協
議
会
の
永
田
優ま
さ
る

さ
ん
は「
祝

吉
地
区
ま
ち
協
挙
げ
て
の
イ
ベ

ン
ト
。
予
定
を
上
回
る
人
数
の

参
加
が
あ
り
、
と
て
も
う
れ
し

い
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か

け
に
、
祝
吉
地
区
に
触
れ
合
い

の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
て
い
る
」
と
手
応
え
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

都城志布志道路梅北工区開通祝賀式

ふれあい健康ウオーキングin祝吉

一
人
一
人
が
学
び
を
深
め
る

「
都
城
教
育
の
日
」
記
念
講

演
会
が
２
月
12
日
、
総
合
文
化

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本

市
で
は
、
市
民
一
人
一
人
が
学

び
に
つ
い
て
考
え
、
理
解
と
関

心
を
深
め
る
原
点
の
日
と
し
て

毎
年
２
月
18
日
を
「
都
城
教
育

の
日
」
と
定
め
て
い
て
、
そ
の

普
及
啓
発
の
た
め
に
講
演
会
を

開
催
。
市
民
ら
約
６
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
元
東
京
学
藝

大
学
学
長
の
鷲
山
恭や
す

彦ひ
こ

さ
ん
に

よ
る
講
演
や
、
本
市
出
身
の
東

口
次つ
ぎ

登と

さ
ん
が
演
出
を
務
め
る

人
形
劇
団
「
ク
ラ
ル
テ
」
に
よ

る
人
形
劇
な
ど
が
行
わ
れ
、
参

加
者
ら
は
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ

こ
と
の
大
切
さ
を
確
認
し
て
い

ま
し
た
。

「都城教育の日」記念講演会

地
域
み
ん
な
で
開
通
を
喜
ぶ
！

地
域
高
規
格
道
路
都
城
志
布

志
道
路
の
梅
北
工
区
（
梅
北
Ｉ

Ｃ
・
金
御
岳
Ｉ
Ｃ
）
２
・
５
㌔

が
、
２
月
３
日
か
ら
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
同
日
、
開
通

祝
賀
式
が
梅
北
小
学
校
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
式
の
終
了
後
、

地
元
住
民
ら
約
１
０
０
人
が
参

加
し
、
金
御
岳
Ｉ
Ｃ
で
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
を
実
施
。防
災
・
経
済
・
医

療
の
道
を
象
徴
す
る
各
車
両
が

通
り
初
め
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
１
月
20
日
に
は
開
通
に
先

立
ち
、
記
念
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大

会
が
開
催
さ
れ
、
市
民
ら
約
７

０
０
人
が
参
加
。
中
郷
地
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
に
よ
る
振
る

舞
い
が
行
わ
れ
、
地
域
一
体
と

な
っ
て
開
通
を
喜
び
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ

　
み
や
こ
の
じ
ょ
う

　

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
チ
ー
ム
や
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の

春
季
キ
ャ
ン
プ
が
１
月
下
旬
か
ら
２
月
に
か
け
て
高
城
運
動
公
園
な

ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
初
日
に
は
、
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
を

開
催
。
本
市
の
特
産
物
な
ど
を
贈
呈
し
、選
手
ら
を
激
励
し
ま
し
た
。

ツエーゲン金沢シオノギ製薬女子ソフトボール

日本精工女子ソフトボール 栃木SC
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昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
平
成
29
年

度
都
城
市
地
域
福
祉
推
進
大
会
で
、
厚

澤
ア
ン
ネ
グ
レ
ー
テ
さ
ん
が
「
都
城
市

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
、
市
内
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
社
会
福
祉
に
功

労
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
な
ど
を
た
た

え
る
同
賞
。
初
め
て
市
内
在
住
の
外
国

籍
の
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

デ
ン
マ
ー
ク
出
身
の
ア
ン
ネ
グ
レ
ー

テ
さ
ん
は
、
結
婚
を
機
に
来
日
。
10
年

ほ
ど
前
か
ら
夫
の
実
家
の
あ
る
都
城
で

生
活
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
本
市
の

Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）と
し
て
、

市
内
の
小
学
校
で
子
ど
も
た
ち
が
英
語

や
外
国
の
文
化
に
親
し
む
機
会
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
活
動
す
る
一
方
で
、

広
く
市
民
と
の
交
流
を
深
め
て
い
て
、

世
界
各
国
の
文
化
な
ど
を
紹
介
す
る

「
ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ
」
に
も
毎
年
参

加
。
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
め
る
手
芸
な

ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、
自
国
デ
ン
マ
ー

ク
の
文
化
を
伝
え
て
い
ま
す
。
こ
の

他
、
日
本
文
化
に
も
興
味
を
持
ち
、
日

本
語
教
室
で
習
っ
た
書
道
が
県
国
際
交

流
協
会
の
主
催
す
る
「
外
国
人
が
見
た

宮
崎
」
作
品
展
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
、
そ
の
活
動
は
多
岐
に
渡
り
ま

す
。地

域
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て

い
る
ア
ン
ネ
グ
レ
ー
テ
さ
ん
。
都
城
に

移
り
住
ん
で
間
も
な
く
、
近
所
の
人
の

勧
め
で
地
元
の
横
市
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
協
議
会
に
入
会
し
ま
し
た
。「
活

動
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
人
と
知
り
合

う
こ
と
が
で
き
、
地
域
の
こ
と
が
分
か

る
よ
う
に
な
る
」
と
の
思
い
か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
と
公
民
館
で

一
緒
に
食
事
を
楽
し
ん
だ
り
、
地
区
内

の
施
設
を
訪
問
し
洗
濯
物
を
畳
ん
だ
り

す
る
な
ど
、
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
母
智
丘
神
社
の
清
掃
や

地
区
の
祭
り
に
も
毎
回
参
加
し
、
地
域

住
民
と
の
交
流
も
深
め
て
い
ま
す
。「
た

く
さ
ん
の
人
と
知
り
合
え
た
り
、
笑
顔

で
あ
り
が
と
う
と
言
わ
れ
た
り
す
る
こ

と
が
と
て
も
う
れ
し
い
」
と
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
や
り
が
い
を
話
す
ア
ン
ネ
グ

レ
ー
テ
さ
ん
。
同
会
の
永
山
廣ひ
ろ

子こ

会
長

は
「
地
域
に
と
け
こ
ん
で
い
て
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
に
率
先
し
て
取
り
組
ん
で

く
れ
る
素
晴
ら
し
い
人
」
と
そ
の
人
柄

を
た
た
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
日
ご
ろ
の
活
動
が
認
め

ら
れ
「
都
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

表
彰
」
を
受
賞
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
た
く
さ
ん
の
人
の
役
に
立
て
て
う

れ
し
い
」
と
目
を
細
め
る
ア
ン
ネ
グ
レ

ー
テ
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
人
の
笑
顔
に
出
会
え
る
よ
う
、
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
ん
で

い
ま
し
た
。 平成29年度

「都城市社会福祉協議会会長表彰」
受賞

厚澤アンネグレーテさん
（蓑原町）
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ボランティア活動を通じて
たくさんの笑顔に出会いたい
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下水道課は、3月26日（月）に上下水道局庁舎（下川東三丁目）へ移転します
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都
城
市
奨
学
生

●
対
象　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

①�

奨
学
金
の
貸
与
申
請
の
提
出
期
限
日

に
、
保
護
者
が
２
年
以
上
市
内
に
居
住

し
て
い
る
人

②�

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
校
・
中
等

教
育
学
校（
後
期
課
程
）・
高
専
・
大

学
・
短
大
・
専
修
学
校（
高
等
課
程
ま

た
は
専
門
課
程
）に
在
学
す
る
人

※
通
信
制
・
定
時
制
課
程
は
除
く

③�

学
資
の
支
払
い
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
人

④�

大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
生（
専
門
課

程
）は
、
都
城
育
英
会
か
ら
奨
学
金
の

貸
与
を
受
け
て
い
な
い
人

※
併
願
は
可

●
無
利
子
貸
与
額
・
採
用
予
定
人
数

高
校
・
高
専
・
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
、

専
修
学
校
の
高
等
課
程
生

月
額
１
万
円
・
30
人

大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
の
専
門
課
程
生

月
額
２
万
５
千
円
・
20
人

●
提
出
書
類　

奨
学
金
貸
与
申
請
書
、
奨

学
生
推
薦
調
書
、
在
学
証
明
書
、
平
成
29

年
分
の
所
得
を
証
明
す
る
書
類
な
ど

●
申
請
書
配
布
場
所　

学
校
教
育
課
、
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
各
地
区
市
民
セ

ン
タ
ー
、
市
内
の
各
中
学
校
、
市
内
・
三

股
町
内
の
各
高
等
学
校

　

４
月
２
日
㈪
～
13
日
㈮
に
学
校

教
育
課　

☎
23

－

２
１
６
１

県
民
総
合
ス
ポ
ー
ツ
祭

都
城
市
予
選
会
出
場
者

　

６
月
に
開
催
さ
れ
る
県
民
総
合
ス
ポ
ー

ツ
祭
の
本
市
代
表
選
考
会
を
行
い
ま
す
。

【
卓
球
・
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
】

●
日
時　

卓
球
：
３
月
25
日
㈰　

９
時
～

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
：
４
月
８
日
㈰　

９
時
～

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
体
育
館

　

都
城
市
卓
球
協
会
（
池
田
）

☎
０
９
０

－

１
８
５
０

－

０
０
１
６

【
ミ
ニ
テ
ニ
ス
】

●
日
時　

４
月
８
日
㈰　

９
時
～

●
場
所　

勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

　

４
月
１
日
㈰
ま
で
に
都
城
市
ミ
ニ

テ
ニ
ス
協
会
（
田
村
）　

☎
24

－

３
２
３
２

【
陸
上
競
技
】

●
日
時　

４
月
８
日
㈰　

９
時
～　

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

●
種
目

男
子
１
０
０
㍍
、
２
０
０
㍍
、
１
５
０
０

㍍
、
３
０
０
０
㍍
、
５
０
０
０
㍍
、

走
り
高
跳
び
、
走
り
幅
跳
び
、
砲
丸

投
げ
、
円
盤
投
げ

女
子
１
０
０
㍍
、
２
０
０
㍍
、
１
５
０
０

㍍
、
走
り
高
跳
び
、
走
り
幅
跳
び
、

砲
丸
投
げ
、
円
盤
投
げ

●
年
齢
区
分　

29
歳
以
下
、
30
～
34
歳
、�

35
～
39
歳
、
40
～
44
歳
、
45
～
49
歳
、
50

～
54
歳
、
55
～
59
歳
、
60
～
64
歳
、
65
～

69
歳
、
70
～
74
歳
、75
～
79
歳
、80
歳
以
上

※
女
子
の
部
は
65
歳
以
上
ま
で

　

３
月
30
日
㈮
ま
で
に
都
城
市
陸
上

競
技
協
会
（
田
爪
）

☎
０
９
０

－

８
３
５
２

－

８
９
２
５

fukyu@
m
iyariku.org

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

●
日
時　

４
月
15
日
㈰　

８
時
30
分
～　

●
場
所　

梅
北
運
動
公
園

　

４
月
11
日
㈬
ま
で
に
電
話
連
絡

し
、
監
督
会
議
に
参
加

都
城
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
釘
崎
）

☎
０
９
０

－

２
０
９
６

－

８
２
４
７

【
ク
レ
ー
射
撃
】

●
日
時　

４
月
22
日
㈰　

９
時
～　

●
場
所　

日
南
上
村
ク
レ
ー
射
撃
場

　

４
月
21
日
㈯
ま
で
に
都
城
ク
レ
ー

射
撃
同
好
会
（
水
久
保
）

☎
０
８
０

－

５
２
７
２

－

３
５
２
２

中
心
市
街
地
中
核
施
設M

ま
る

allm

ま
る

all

施
設
内
覧
会
参
加
者

　

４
月
の
オ
ー
プ
ン
に
先
立
ち
、
新
図
書

館
な
ど
の
施
設
内
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

４
／
８
㈰
①
13
時
30
分
～

②
14
時
30
分
～

４
／
９
㈪
③
９
時
～　

④
10
時
～

⑤
13
時
30
分
～　
⑥
14
時
30
分
～

●
定
員　

各
40
人　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
希
望
日
時
（
番
号
を
記
入
）
と
、

「
ま
る
ま
る
見
学
」
を
記
入
し
、
３
月

20
日
㈫
ま
で
に
商
工
政
策
課
（
〒
885

－

８
５
５
５
）
へ
郵
送
。
１
枚
の
は
が
き
で

２
人
ま
で
応
募
可
。
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

で
も
受
け
付
け
ま
す

☎
23

－

２
９
８
３　

FAX�
23

－

２
６
５
８

toshin@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp
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文
化
振
興
財
団
職
員

●
職
種　

・�
契
約
職
員
（
施
設
の
利
用
調
整
や
イ
ベ

ン
ト
企
画
な
ど
を
担
当
）

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
（
窓
口
業
務
）

※�

採
用
予
定
人
数
は
、
職
種

で
異
な
り
ま
す
の
で
、
文

化
振
興
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

●
勤
務
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
選
考
方
法　

書
類
審
査
お
よ
び
面
接

　

３
月
20
日
㈫
ま
で
に
履
歴
書
と
職

務
経
歴
書
を
文
化
振
興
財
団
総
務
課

☎
23

－

７
１
４
０

国
税
専
門
官
採
用
試
験
受
験
者

　

人
事
院
と
国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官

採
用
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）
の
受
験
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
申
込
受
付
は
平
成

30
年
４
月
上
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

受
験
資
格
な
ど
、
詳
し
く

は
、人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
直
接
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
受
験
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

人
事
院
人
材
局
試
験
課

☎
03

－

３
５
８
１

－

５
３
１
１

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

☎
０
９
６

－

３
５
４

－

６
１
７
１

　

都
城
税
務
署　

☎
22

－
４
３
７
７

都
城
育
英
会
奨
学
生

●
対
象　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

①�
市
ま
た
は
三
股
町
出
身
で
、保
護
者
が

市
ま
た
は
三
股
町
に
居
住
し
て
い
る
人

②�

平
成
30
年
４
月
に
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学
・
短
期
大
学
・
専
修
学
校
の

専
門
課
程
に
進
学
す
る
人

※
通
信
制
・
定
時
制
課
程
は
除
く

③�

学
業
・
人
物
と
も
に
優
秀
か
つ
健
康
で
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な
人

●
募
集
人
数　

30
人

●
貸
与
額　

月
額
３
万
円（
無
利
子
貸
与
）

●
申
請
書
配
布
場
所　

学
校
教
育
課
、
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
各
地
区
市
民
セ

ン
タ
ー
、
三
股
町
役
場
教
育
課
、
市
内
・

三
股
町
内
の
各
高
等
学
校

　

４
月
２
日
㈪
～
13
日
㈮
に
都
城

育
英
会
事
務
局
（
学
校
教
育
課
内
）

☎
25

－

８
５
４
５

　期間中は、開花状況や天候を見ながら、ライト
アップ（日没～21時まで）を実施します。

◎問い合わせ　都城観光協会　☎23-2460

●日程　3月30日㈮～4月8日㈰
※ステージイベントなどは3月31日㈯、4月1日㈰
●場所　母智丘公園
桜並木フリーマーケットの出店者を募集します
●日時　4月1日㈰・8日㈰　10時～16時
※雨天時は中止
●場所　桜並木沿いポケットパーク
●募集数・出店料　各日30店舗・千円
※申し込み順。火気を使用するものは出店できません
●申し込み　3月15日㈭までに都城観光協会
その他のイベント
【母智丘神社の鈴を鳴らせ！　さくら福男・さくら福女】
●日時　3月31日㈯　福男の部：10時45分～
福女の部：11時30分～　※小雨決行
【もちお公園スタンプラリー】
●日時　4月1日㈰　10時～　※小雨決行
●受付場所　桜並木入口横
●定員　200人　※申し込み順
【こどもさくらスケッチ大会inもちお】
●日程　3月30日㈮～4月8日㈰
※桜まつり臨時案内所で受け付け。雨天時は中止
●テーマ　母智丘公園の桜
●対象　小学 6年生までの児童
※未就学児は、保護者または引率者要同伴
【観光写真コンテスト】
●日程　3月30日㈮～4月8日㈰
●場所　母智丘公園内
●テーマ　もちお桜まつりの様子や、公園内の桜
●申し込み　4月11日㈬までに都城観光協会

都城もちお桜まつり
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ベ
ン
ト
情
報

【
婚
活
支
援
良
縁
ど
っ
と
混
む
主
催
】

●
日
時
・
場
所
・
費
用

婚
活
お
し
ゃ
べ
り
会　

３
／
10
㈯
・
13
㈫
・
17
㈯
・
20
㈫
・
24
㈯
・

31
㈯　

19
時
～
22
時　

エ
ン
ク
エ
ン
ト
ロ

（
中
町
13
街
区
10

－

２
）　

５
０
０
円

※�

要
申
し
込
み
。
６
カ
月
５
千
円
の
会
員

登
録
が
必
要

お
れ
流
・
わ
た
し
流
の
お
友
達
づ
く
り
し

ま
せ
ん
か
（
無
料
）

毎
週
火
・
水
・
金
・
土
・
日
曜
日　

14
時
～

19
時　

エ
ン
ク
エ
ン
ト
ロ

婚
活
支
援　

お
食
事
会

３
／
27
㈫　

19
時
30
分
～　

※�

場
所
は
参
加
者
に
別
途
通
知
。
食
事
代

は
参
加
者
負
担

　

婚
活
支
援
良
縁
ど
っ
と
混
む（
黒
木
）

☎
０
７
０

－

５
５
３
０

－

７
９
６
４

【
も
み
じ
サ
ロ
ン
】

●
日
時　

３
月
14
日
㈬
・
28
日
㈬

　
　
　
　

11
時
～
15
時

●
場
所　

ビ
助
っ
人

　
　
　
　
（
志
比
田
町
３
３
６
２
番
地
２
）

●
費
用　

３
０
０
円

※�

要
申
し
込
み
。
昼
食
を
希
望
す
る
人
は

５
０
０
円

　

ビ
助
っ
人
（
三
原
）

　
　
　

☎
57

－

７
７
４
４

【
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
】

●
日
時　

毎
週
水
・
金
曜
日　

10
時
～
15
時

●
場
所　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
み
や
こ
ん
じ
ょ

　
　
　
　
（
都
北
町
５
５
３
１
番
地
）

●
費
用　

昼
食
３
０
０
円

　
　
　
　

お
や
つ
・
飲
み
物
２
０
０
円

※
初
め
て
利
用
す
る
人
の
み
要
申
し
込
み

【
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
交
流
会
】

●
日
時　

３
月
28
日
㈬　

10
時
～
14
時

●
場
所　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
み
や
こ
ん
じ
ょ

●
費
用　

大
人
７
０
０
円

小
・
中
学
生
、
高
校
生
５
０
０
円

※
要
申
し
込
み

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
み
や
こ
ん
じ
ょ

　
　
　

☎
38

－

８
０
３
３

【
シ
ャ
ク
テ
ィ
ー
主
催
】

　

飲
み
物
を
持
参
し
、
動
き
や
す
い
服
装

で
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
・
場
所
・
費
用

青
空
ヨ
ガ

３
／
11
㈰　

９
時
～　

ス
タ
ジ
オ
Ｍ
Ｉ
Ｋ

Ｉ
（
郡
元
町
２
７
０
０
番
地
）　

５
０
０
円

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

３
／
14
㈬　

14
時
～　

宮
丸
こ
ど
も
園

５
０
０
円　

※
要
申
し
込
み

シ
ャ
ク
テ
ィ
ー
マ
ル
シ
ェ

３
／
17
㈯　

10
時
～　

Ｍ
’Ｓ
ガ
ー
デ
ン（
乙

房
町
４
１
１
３
番
地
１
）

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
ヨ
ガ

３
／
21
㈬　

19
時
30
分
～　

五
十
市
地
区

公
民
館　

千
円

親
子
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

４
／
４
㈬　

11
時
～　

ス
タ
ジ
オ
Ｍ
Ｉ
Ｋ

Ｉ　

千
円　

※
要
申
し
込
み

　

シ
ャ
ク
テ
ィ
ー
（
福
元
）

☎
０
９
０

－

２
５
１
９

－

６
２
８
２

【
ど
ん
ぐ
り
１
０
０
０
年
の
森
植
樹
会（
無
料
）】

●
日
時　

３
月
18
日
㈰

　
　
　
　

９
時
40
分
～
12
時

●
場
所　

都
城
市
有
林
（
美
川
町
）

※�

要
申
し
込
み
。
株
券
購
入
者
の
み
参
加

で
き
ま
す
。
株
券
（
１
株
５
０
０
円
）

は
当
日
購
入
可

　

ど
ん
ぐ
り
１
０
０
０
年
の
森
を

つ
く
る
会
（
德
永
）　

☎
57

－

５
２
２
８

【
べ
っ
ぴ
ん
食
講
座
（
各
10
回
）】

●
日
程
・
開
講
日

①
第
２
金
曜
コ
ー
ス
・
４
月
13
日
㈮

②
第
２
土
曜
コ
ー
ス
・
４
月
14
日
㈯

③
第
２
日
曜
コ
ー
ス
・
４
月
15
日
㈰

●
時
間　

10
時
～
13
時

●
場
所　

も
ち
な
が
邸

　
　
　
　
（
庄
内
町
１
２
６
２
５
）

●
費
用　

１
万
５
千
円
（
10
回
分
、
昼
食

代
含
む
）

●
定
員　

各
15
人

※�

申
し
込
み
順
（
締
め
切
り
：
３
月
31
日

㈯
）。
１
回
の
み
の
参
加
も
可
（
費
用
：

２
、５
０
０
円
）

【
田
舎
暮
ら
し
を
た
の
し
む
講
座（
各
10
回
）】

●
日
程
・
開
講
日

①
第
３
金
曜
コ
ー
ス
・
４
月
20
日
㈮

②
第
３
土
曜
コ
ー
ス
・
４
月
21
日
㈯

●
時
間　

10
時
～
13
時

●
場
所　

が
ま
こ
う
庵
内
「
風
」

　
　
　
　
（
吉
之
元
町
５
１
８
６
）

●
費
用　

１
万
２
千
円
（
10
回
分
、
昼
食

代
含
む
）

●
定
員　

各
25
人

※�

申
し
込
み
順
（
締
め
切
り
：
３
月
31
日

㈯
）。
１
回
の
み
の
参
加
は
不
可

　

手
仕
事
舎
そ
う
あ
い
（
蒲
生
）

　
　
　

☎
37

－

０
０
０
２
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●
場
所　

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

　

都
城
観
光
協
会　

☎
23

－

２
４
６
０

指
定
管
理
者
自
主
事
業

ヨ
ガ
教
室

●
日
時　

①
毎
月
第
１
・
３
金
曜
日

　
　
　
　

②
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日

　
　
　
　

13
時
～
14
時
30
分

●
場
所　

サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
都
城

　
　
　
　
（
都
原
町
）

●
定
員　

各
10
人

※�

要
申
し
込
み
。
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
●
費
用　

１
回
当
た
り
３
０
０
円

●
そ
の
他　

マ
ッ
ト
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

野
外
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

Ｏ
Ｎ
Ｅ+

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

●
日
時　

３
月
21
日
㈬　

14
時
～
18
時

※
11
時
30
分
開
場
。
雨
天
決
行

●
場
所　

高
城
観
音
池
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ

●
料
金　

６
、５
０
０
円
（
前
売
り
券
）

※�

保
護
者
同
伴
の
小
学
生
以
下
無
料
。
当

日
券
は
５
０
０
円
増

●
出
演
ア
ー
テ
ィ
ス
ト　

ス
タ
ー
ダ
ス
ト

レ
ビ
ュ
ー
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｇ
ｅ
、
荻
野
目
洋
子
、

Ｍ
Ｓ
．
Ｏ
Ｏ
Ｊ
Ａ
、
Ｂ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
ほ
か

●
発
売
場
所　

都
城
観
光
協
会
、
総
合
文

化
ホ
ー
ル
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｏ

Ｎ
電
話
・
ウ
ェ
ブ
予
約

●
そ
の
他　

中
学
・
高
校
生
お
よ
び
65
歳

以
上
の
前
売
り
券
購
入
者
は
、
学
生
証
な

ど
の
身
分
証
明
書
を
当
日
会
場
で
提
示
す

る
と
３
千
円
払
い
戻
し

　

㈱
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｎ
ユ
ニ
テ
ィ
・
フ
ェ

イ
ス　

☎
０
９
８
５

－

20

－

７
１
１
１

芸
術
文
化
協
会
加
盟
団
体
イ
ベ
ン
ト

文
化
座
公
演　

三
婆

●
日
時　

４
月
５
日
㈭　

18
時
30
分
～

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
そ
の
他　

会
員
制
（
当
日
入
会
可
）

　

都
城
市
民
劇
場
（
三
田
）

　
　

☎
21

－
８
０
８
２

都
城
弓
ま
つ
り
全
国
弓
道
大
会

●
日
程　

中
学
・
高
校
生
の
部　

３
月
24
日
㈯

一
般
の
部　

３
月
25
日
㈰

を
持
参
く
だ
さ
い

　

サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
都
城

　
　
　

☎
25

－
２
０
１
８

ス
テ
ッ
プ
運
動
教
室
（
無
料
）

　

タ
オ
ル
や
飲
み
物
を
持
参
し
、
運
動
で

き
る
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
程　

３
月
22
日
㈭

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象
・
時
間
・
定
員

ス
テ
ッ
プ
運
動
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る

市
民

①
９
時
30
分
～
11
時
30
分　

30
人

②
13
時
45
分
～
15
時
30
分　

20
人

※
①
、
②
ど
ち
ら
か
１
回
の
み
参
加
可

※�

要
申
し
込
み
。
通
院
・
治
療
中
の
人
は
、

主
治
医
に
相
談
し
、
参
加
く
だ
さ
い

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

　建設業に携
わっています
が、 8年前に
農業生産法人
を設立し、キ
クラゲの生産
と加工を行っ
ています。生

キクラゲや乾燥キクラゲのほか、県内の事業
者と連携して粉末や錠剤に加工した商品など
も開発。「道の駅」都城をはじめ市内のスー
パーなどで販売しています。
　これからも新しい商品開発に取り組みなが
ら、市外の販路拡大も図りたいと考えていま
す。

森のきくらげ株式会社
代表取締役　森　正美さん

山之口町富吉 3080
☎ 57－2118

6次産業化に取り組む
事業者を紹介します。



ごみの収集日自動音声案内　 22-5374

22広報 都城 平成30年 3 月号

普
通
救
命
講
習
（
無
料
）

●
日
時　

３
月
23
日
㈮　

９
時
～
12
時

●
場
所　

消
防
局
（
菖
蒲
原
町
）

●
対
象　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す

る
18
歳
以
上
の
人

●
定
員　

20
人　

※
要
申
し
込
み

●
そ
の
他　

講
習
修
了
後
に
、
普
通
救
命

講
習
修
了
証
を
交
付
し
ま
す

　

消
防
局
警
防
救
急
課

　
　
　

☎
22

－

８
８
８
３

審
判
員
講
習
会

●
日
時　

３
月
31
日
㈯　

16
時
30
分
～

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
会

議
室

●
費
用　

３
千
円
程
度
（
登
録
料
）

●
そ
の
他　

競
技
者
登
録
を
希
望
す
る
人

は
、
メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

３
月
24
日
㈯
ま
で
に
メ
ー
ル
で
都

城
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局

toriku3451@
yahoo.co.jp

が
ん
患
者
家
族
交
流
会
（
無
料
）

●
日
時　

３
月
27
日
㈫　

13
時
30
分
～

※
要
申
し
込
み

●
場
所　

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

抗
が
ん
剤
治
療
の
講
演

　

国
立
病
院
機
構
都
城
医
療
セ
ン

タ
ー　

☎
23

－

４
１
１
１

都
城
歴
史
資
料
館
企
画
展

日
本
刀
の
世
界

～
後
世
に
伝
え
た
い
技
と
美
～

展
示
の
見
ど
こ
ろ

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
都
城
の
刀
工

の
作
品
も
展
示
し
ま
す
。
作
品
を
通
し

て
、
都
城
に
も
鍛
冶
技
術
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
を
知
る
と
と
も
に
、
工
芸
品

の
技
術
と
美
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

脇指（銘：日州正次）
※市指定文化財

脇指（銘：日州住氏房）

薙刀（銘：日州住宇平）

企
画
展
の
概
要

●
会
期　

３
月
９
日
㈮
～
４
月
22
日
㈰

※
月
曜
日
休
館

●
場
所　

都
城
歴
史
資
料
館

●
入
館
料
　

大
人
２
１
０
円
（
１
６
０
円
）

高
校
生
１
６
０
円
（
１
０
０
円
）

小
・
中
学
生
１
０
０
円
（
50
円
）

※
（　

）
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

関
連
イ
ベ
ン
ト

【
展
示
解
説
】

●
日
時　

３
月
11
日
㈰
、４
月
１
日
㈰
・

22
日
㈰　

14
時
～
、
15
時
～

※
事
前
申
し
込
み
不
要

【
刀
剣
講
座
～
日
本
刀
の
魅
力
～
】

　

鑑
賞
の
仕
方
、
手
入
れ
方
法
な
ど
を

分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
25
日
㈰
、
４
月
８
日
㈰

　
　
　
　

14
時
～
16
時

●
場
所　

歴
史
資
料
館　

静
山
亭

●
定
員　

各
10
人　

※
申
し
込
み
順

●
申
込
期
日　

３
月
５
日
㈪
～
20
日
㈫

に
文
化
財
課

●
主
な
展
示
資
料　

備び

前ぜ
ん

国こ
く

住じ
ゅ
う

長お
さ

船ふ
ね

祐す
け

定さ
だ

、
紀き

い
の
く
に

伊
国
康や

す

廣ひ
ろ

、
和い

ず

泉み
の

守か
み

国く
に

貞さ
だ

、
薩さ

つ

摩ま

官か
ん

工こ
う

平た
い
ら
の

正ま
さ

良よ
し

、
日に

っ

州し
ゅ
う

正ま
さ

次つ
ぐ

（
市
指
定

文
化
財
）、
日に

っ

州し
ゅ
う

住じ
ゅ
う

氏う
じ

房ふ
さ

、
日に

っ

州し
ゅ
う

住じ
ゅ
う

正ま
さ

明あ
き

、
日に

っ

州し
ゅ
う

住じ
ゅ
う

良よ
し

景か
げ

、
日に

っ

州し
ゅ
う

庄し
ょ
う

内な
い

住じ
ゅ
う

寛ひ
ろ

安や
す

、
谷た

に

山や
ま

義よ
し

純ず
み

、
實さ

ね

猛た
け

ほ
か

　

日
本
に
伝
わ
る
工
芸
品
の
中
に
は
、

美
術
工
芸
品
と
し
て
海
外
で
も
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
日
本
刀

も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
都
城
歴
史
資

料
館
が
所
有
す
る
も
の
を
中
心
に
、
都

城
に
伝
わ
る
「
日
本
刀
」
や
「
刀
装
具
」

を
展
示
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

文
化
財
課　

☎
23

－

９
５
４
７
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認
知
症
家
族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム（
無
料
）

●
日
時　

３
月
24
日
㈯　

13
時
～
15
時

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

家
族
介
護
に
つ
い
て
の
講
演

　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

☎
25

－

２
１
２
３

女
性
相
談
員
や
女
性
弁
護
士
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

①
女
性
相
談
員
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日　

10
時
～
16
時

②
こ
こ
ろ
の
相
談
（
要
予
約
）

３
月
20
日
㈫　

14
時
～
16
時

③
法
律
相
談
（
前
週
の
水
曜
日
ま
で
に
要
予
約
）

３
月
27
日
㈫　

13
時
～
16
時

子育て支援センター行事予定
◆都城市地域子育て支援センター　☎22-1659
３/12 ㈪
10時～

いちごクラブ「お店屋さんごっこ」
対象：２歳以上の親子

３/14 ㈬
10時30分～

親子遠足
場所：早水公園内芝生広場
※要申し込み。現地集合

３/19 ㈪
13時30分～

あかちゃんパーク・集いの日「ふれあい
遊び、絵本の読み聞かせ、誕生会」
場所：総合社会福祉センター
対象：０歳・１歳の親子

◆山之口地域子育て支援センター　☎57-3298 

毎週木曜日
９時30分～

０歳の赤ちゃんroom
「交流、手遊び、絵本の読み聞かせ」
※第２木曜日を除く

毎週金曜日
13時～

消毒の日
「おもちゃをきれいにしよう」

◆山田地域子育て支援センター　　☎64-3171
３/ ９ ㈮
10時30分～

作って遊ぼう
「思い出ミニノート作り」

３/16 ㈮
11時～ 誕生会「２月・３月生まれ」

３/23 ㈮
10時30分～

お別れミニコンサート＆修了式
※要申し込み

◆東部地域子育て支援センター　エンゼル　 
☎26-9587

３/15 ㈭
10時30分～

子育てカフェ「南九州大学の先生によ
る子育て相談会」

３/20 ㈫
10時30分～

おでかけエンゼル
「身体測定、手形スタンプ」
場所：イオンモール都城駅前

３/24 ㈯
10時30分～

エンゼルエンジョイ
「遊戯室で自由遊び」

◆高崎地域子育て支援センター　たんぽぽ
☎62-0027

３/20 ㈫
10時30分～

センターの近くを散歩しよう
※帽子と飲み物を持参

３/23 ㈮
10時～

お別れ会
費用：150円（おやつ代）

４/ ３ ㈫
10時～ 楽しい誕生表を作ろう

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
時
間　

①
②
は
１
時
間
程
度
、
③

は
30
分
程
度

※�

法
律
相
談
は
、
事
前
に
聞
き
取
り
が
必
要

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

消
費
生
活
相
談
（
無
料
）

【
電
話
・
面
接
相
談
】

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時

【
弁
護
士
法
律
相
談（
前
々
日
ま
で
に
要
予
約
）】

都
城
市

３
／
23
㈮　

13
時
～
16
時

●
相
談
専
用
電
話

【
都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所

本
館
２
階
）】　

☎
23

－
７
１
５
４

【
三
股
町
福
祉
・
消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

（
三
股
町
役
場
庁
舎
東
側
）】

☎
52

－
０
９
９
９

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談（
無
料
）

●
場
所　

都
北
労
働
福
祉
会
館

　
　
　
　
（
北
原
町
４
街
区
４
号
）

●
電
話
・
面
接
相
談

月
～
金
曜
日　

10
時
～
17
時

※
祝
日
を
除
く

●
専
門
相
談

【
多
重
債
務
・
生
活
法
律
相
談
】

毎
週
火
曜
日　

13
時
～
16
時

【
年
金
・
老
後
の
暮
ら
し
相
談
、
職
場
・

学
校
・
家
庭
で
の
悩
み
ご
と
相
談
】

毎
週
木
曜
日　

13
時
～
16
時

※
専
門
相
談
は
要
予
約

●
相
談
専
用
電
話

☎
０
１
２
０

－

３
９
７

－

８
６
８

●
メ
ー
ル
で
の
相
談

tohoku@
m
iya-chuo.or.jp



毎月第３日曜日は「家庭の日」
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火
災
出
動
の
状
況
と
出
火
原
因

　

平
成
29
年
の
管
内
の
火
災
件
数
は
85

件
で
、
前
年
に
比
べ
て
18
件
増
加
。
４

人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
て
、
よ
り

一
層
の
防
火
意
識
を
高
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

火
災
を
種
別
ご
と
に
み
る
と
、
建
物

火
災
が
37
件
と
一
番
多
く
、
全
体
の
約

44
㌫
を
占
め
ま
す
。
出
火
原
因
の
主
な

内
訳
は
、た
き
火（
26
件
）が
最
も
多
く
、

次
い
で
こ
ん
ろ
（
３
件
、
う
ち
天
ぷ
ら

鍋
１
件
）、
電
気
機
器
・
配
線
・
放
火

　

昨
年
１
年
間
の
火
災
発
生
や
救
急
出
動
の
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
た
め
に
、
火
災
な
ど
身
近
な
災
害
か
ら
防
災
意
識

を
高
め
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

消
防
局
総
務
課　

☎
22

－

８
８
８
２

の
疑
い
（
各
３
件
）
の
順
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

軒
先
で
の
た
き
火
は
、
風
が
強
い
日
な

ど
に
は
、
延
焼
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め

大
変
危
険
で
す
。
ご
み
は
ル
ー
ル
を
守
っ

て
適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
天
ぷ
ら
鍋
を
火
に
か
け
た
ま
ま

台
所
を
離
れ
な
い
、寝
た
ば
こ
を
し
な
い
、

就
寝
前
や
外
出
の
際
は
必
ず
火
の
始
末
と

確
認
を
す
る
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
の
心
掛

け
で
火
災
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
29
年
消
防
統
計

身
近
な
災
害
か
ら
学
び

防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う

救
急
出
動
の
状
況

　

平
成
29
年
の
救
急
出
動
件
数
は
８
、

２
２
１
件
で
、
前
年
に
比
べ
て
１
４
４
件

減
少
。
内
訳
は
、
急
病
が
４
、７
９
2
件

で
全
体
の
58
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

救
急
車
は
、
緊
急
性
の
高
い
傷
病
者
が

利
用
す
る
も
の
で
、症
状
が
軽
い
場
合
や
、

緊
急
性
が
な
く
自
分
で
病
院
に
行
け
る
場

合
は
、
自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
、
消
防
局

認
定
の
患
者
等
搬
送
事
業
者
な
ど
を
利
用

く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
胸
の
中
心
が
締
め
付
け
ら
れ

る
よ
う
な
痛
み
や
、突
然
の
激
し
い
頭
痛
、

顔
半
分
が
し
び
れ
る
な
ど
の
症
状
が
あ
る

場
合
は
、
す
ぐ
に
１
１
９
番
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

　

救
急
車
を
呼
ぶ
か
迷
う

場
合
は
、
救
急
受
診
ア
プ
リ

「
Ｑき

ゅ
う
す
け助」を

活
用
く
だ
さ
い
。

救
助
お
よ
び
そ
の
他
の
出
動
の
状
況

　

救
助
出
動
件
数
は
１
０
６
件
で
、
交
通

事
故
に
よ
る
救
助
が
74
件
で
最
も
多
く
、

全
体
の
約
70
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
出
動
は
３
９
９
件
で
、
救
急

支
援
出
動
が
１
９
９
件
で
最
も
多
く
、
全

体
の
約
50
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

応
急
手
当
講
習
受
講
と
防
火
の
心
得

　

消
防
局
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
操
作
方
法
や
心
肺
蘇
生
法

140

100
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0

8,400

8,200

8,000

25年 26年 27年 28年 29年

110

10

8
5

7
８

83

都城市
三股町

火災件数の推移

救急出動件数の推移

火災種別（平成29年）

77
102

60

40件、４７％ 37件、４4％

5件、６％ 3件、３％

8,1２１ 8,116

8,335
8,365

8,221

25年 26年 27年 28年 29年

建物火災

林野火災車両火災

その他

な
ど
を
学
ぶ
応
急
手
当
講
習
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
大
切
な
人
の
命
を
守
る

知
識
の
習
得
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
ほ
か
、
自
衛
消
防
訓
練
の
サ
ポ
ー

ト
や
、
火
災
の
対
処
法
を
寸
劇
を
交
え

て
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
「
防
火
の
心

得
」
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
応
急
手
当
講
習
な
ど
】

警
防
救
急
課　

☎
22

－

８
８
８
３

【
防
火
の
心
得
な
ど
】

予
防
課　

☎
22

－

８
８
８
４

落
ち
着
い
て　

は
っ
き
り
１
１
９
番
通
報

　

火
災
や
救
急
の
出
動
は
１
１
９
番
通

報
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
落
ち

着
い
て
は
っ
き
り
と
住
所
や
目
標
物
な

ど
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

※�

問
い
合
わ
せ
に
は
、
１
１
９
番
は
利

用
で
き
ま
せ
ん

【
災
害
情
報
専
用
電
話
（
消
防
車
出
勤

時
の
情
報
自
動
音
声
）】

☎
22

－

８
５
０
０

指
令
課　

☎
23

－

２
１
２
５

３
月
１
日
㈭
～
７
日
㈬
は

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
週
間

　

火
災
に
よ
る
死
者
を
無
く
す
た
め
、

火
の
取
り
扱
い
や
火
の
元
に
は
十
分
注

意
し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
・

点
検
を
行
う
な
ど
、
防
火
に
努
め
ま
し

ょ
う
。
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一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

こ
こ
ろ
の
相
談
電
話
（
無
料
）

【
こ
こ
ろ
の
電
話
（
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）】　

☎
０
９
８
５

－

32

－

５
５
６
６

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

９
時
～
19
時

【
都
城
保
健
所
】　

☎
23

－

４
５
０
４

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17

時　

※
祝
日
を
除
く

【
福
祉
課
】　

☎
23

－

２
９
８
０

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17

時　

※
祝
日
を
除
く

小
規
模
企
業
共
済
制
度

　

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
小
規
模
企

業
の
経
営
者
や
役
員
、
個
人
事
業
主
な
ど

の
た
め
の
積
み
立
て
に
よ
る
退
職
金
制
度

で
す
。掛
金
は
全
額
所
得
控
除
の
対
象
で
、

受
け
取
る
と
き
に
税
制
面
の
優
遇
が
受
け

ら
れ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

●
対
象　

次
の
条
件
を
満
た
す
人

①�

個
人
事
業
主
お
よ
び
そ
の
共
同
経
営
者

ま
た
は
会
社
等
役
員

②�

常
時
雇
用
す
る
従
業
員
数
が
、
卸
・
小

売
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
５
人
以
下
、
製
造
・

建
築
・
運
輸
・
農
業
は
20
人
以
下

　

都
城
商
工
会
議
所　

☎
23

－

０
０
０
１

２
０
１
８
み
や
ざ
き
春
フ
ェ
ア（
無
料
）

●
日
時　

３
月
27
日
㈫　

13
時
～
16
時

●
場
所　

シ
ー
ガ
イ
ア
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー　

４
階
サ
ミ
ッ
ト
ホ
ー
ル

子
育
て
や
虐
待
に
関
す
る
相
談（
無
料
）

　

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
１
人
で
抱
え
こ
ま
ず
、
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。

【
こ
ど
も
課
】　

☎
23

－

２
６
８
４

【
東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
城
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）】　

☎
58

－

６
８
０
０

【
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）】　

☎
62

－

４
４
１
１

【
都
城
児
童
相
談
所
】　

☎
22

－

４
２
９
４

【
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
（
24

時
間
・
３
６
５
日
）】

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

【
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ぼ
み

（
24
時
間
・
３
６
５
日
）】

☎
０
９
８
５

－

78

－

３
７
３
７

交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
～
16
時

●
場
所　

交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

０
９
４
４

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
無
料
）

　

精
神
科
の
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

３
月
15
日
㈭

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

●
場
所　

都
城
保
健
所　

※
要
予
約

　

都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

●
対
象　

・
平
成
30
年
３
月
大
学
・
高
校
等
卒
業
者

・�

平
成
31
年
３
月
以
降
大
学
等
卒
業
予
定

者
（
大
学
等
１
～
３
年
生
）

・
一
般
求
職
者

・
保
護
者
お
よ
び
学
校
関
係
者

●
内
容　

企
業
Ｐ
Ｒ
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
状
況
説
明
な
ど

●
そ
の
他　

10
時
45
分
～
12
時
30
分
は
、

外
部
講
師
に
よ
る
就
活
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

宮
崎
労
働
局
職
業
安
定
課

　
　

☎
０
９
８
５

－

38

－

８
８
２
３

平
成
30
年
度
分

介
護
保
険
料
の
年
金
差
し
引
き

　

介
護
保
険
料
を
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
で
納
付
し
て
い
る
人
で
、
年
金
受
給
額

が
年
額
18
万
円
以
上
で
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
は
、
４
月
か
ら
納
付
方
法
が

年
金
差
し
引
き
に
な
り
ま
す
。

●
対
象　

①�

平
成
29
年
４
月
２
日
～
10
月
１
日
に
65

歳
に
な
っ
た
人
で
、
平
成
29
年
10
月
に

年
金
を
受
給
し
た
人

②�

65
歳
以
上
で
、
平
成
29
年
４
月
２
日
～

10
月
１
日
に
新
た
に
年
金
受
給
の
決
定

が
行
わ
れ
た
人

③�

本
市
に
転
入
し
、
平
成
29
年
10
月
１
日

ま
で
に
日
本
年
金
機
構
な
ど
で
住
所
変

更
届
を
行
っ
た
人
で
、
前
住
所
地
で
介

護
保
険
料
が
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
て

い
た
人

※�

対
象
者
に
は
、
３
月
末
に
特
別
徴
収
開

始
通
知
書
で
４
月
・
６
月
・
８
月
介
護

保
険
料
仮
徴
収
額
を
通
知
し
ま
す

　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

２
５
９
６

　重大な消防法令違反のある建物を市のホーム
ページ上で公表する「違反対象物の公表制度」
が、4月 1日㈰から始まります。
　詳しくは、市ホームページを確認ください。
◎問い合わせ　消防局予防課　☎ 22－8884

公表制度の流れ

違反対象物の公表制度が
始まります

各消防本部の
ホームページで

公表

法令違反があった場合には…

各消防本部の立入検査

ホームページ
で公表

違反を公表する旨を関係者に通知

軒先で

スプリン
クラー
の未設置

屋内消火栓
の未設置

自動火災
報知機の
未設置検査

結果
違
反
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ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会（
無
料
）

●
日
程
・
場
所

大
阪
会
場

４
月
８
日
㈰　

阪
急
グ
ラ
ン
ド
ビ
ル

東
京
会
場

４
月
15
日
㈰

Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
渋
谷

熊
本
会
場

４
月
21
日
㈯　

ア
ー
ク
ホ
テ
ル
熊
本
城
前

福
岡
会
場

４
月
28
日
㈯　

ア
ク
ロ
ス
福
岡

●
時
間　

13
時
～
16
時

●
対
象　

・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者

・
平
成
31
年
３
月
大
学
等
卒
業
予
定
者

●
そ
の
他　

参
加
企
業
は

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

く
だ
さ
い

　

宮
崎
県
雇
用
労
働
政
策
課

　
　

☎
０
９
８
５

－

26

－
７
１
０
５

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入

し
ま
し
ょ
う

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
受
け
付
け
が
３

月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
子
ど
も
会
や

自
治
公
民
館
、
運
動
ク
ラ
ブ
、
文
化
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
な
ど
４
人
以
上
で
加

入
で
き
ま
す
。
万
一
の
け
が
や
賠
償
責
任

な
ど
の
事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
熱
中
症

や
突
然
死
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

加
入
依
頼
書
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
各
地
区
公
民

館
、
都
城
運
動
公
園
体
育
館
、
早
水
公
園

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
、
高
城
運
動
公
園
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
加
入
方
法

【
銀
行
な
ど
で
の
加
入
】

加
入
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
宮

崎
銀
行
の
窓
口
で
掛
け
金
と
一
緒
に
提
出

※
振
込
手
数
料
が
別
途
必
要

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
加
入
】

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ス

ポ
安
ね
っ
と
」
で
必
要
事
項

を
入
力
後
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
掛
け
金
を
支
払

い
く
だ
さ
い

●
そ
の
他　

活
動
内
容
と
年
齢
で
６
つ
の

加
入
区
分
に
分
か
れ
ま
す
。
保
険
料
は
年

８
０
０
円
か
ら

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
宮
崎
県
支
部

　
　

☎
０
９
８
５

－

55

－

３
１
３
６

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉
情

報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

地
震
や
津
波
、武
力
攻
撃
な
ど
に
備
え
、

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

の
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

訓
練
当
日
は
、
山
之
口
町
と
山
田
町
お

よ
び
土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
な
ど
の
戸
別

受
信
機
、
屋
外
拡
声
機
か
ら
訓
練
の
音
声

が
流
れ
ま
す
。

●
日
時　

３
月
14
日
㈬　

11
時
ご
ろ

　

危
機
管
理
課　

☎
23

－

２
１
２
９

●
手
続
き
可
能
な
期
間
・
時
間　

３
月
27
日
㈫
～
４
月
４
日
㈬

◎
月
～
金
曜
日　

19
時
ま
で

◎
土
・
日
曜
日　

９
時
～
17
時

●
注
意　

時
間
外
や
土
・
日
曜
日
の
戸

籍
の
届
け
出
は
、
本
庁
舎
正
面
玄
関
左

側
の
警
備
員
室
で
受
け
付
け
ま
す
。
ま

た
、
小
・
中
学
校
の
校
区
外
や
区
域
外

へ
の
転
校
手
続
き
、
就
学
申
請
、
介
護

保
険
関
連
の
手
続
き
は
、
平
日
の
時
間

内
の
み
の
対
応
と
な
り
ま
す

手続きできる届け出や申請など
◆市民課　☎23-2128
●住所異動届の受け付け
● 各種証明書の発行、印鑑登録申請の受

け付け

◆保険年金課　☎23-2127 
● 住所異動に伴う国民健康保険、後期高

齢者医療の資格取得届および喪失届
の受け付け、国民年金関係届の受け付
け

◆こども課　☎23-2684
● 住所異動に伴う乳児医療助成、母子父

子医療助成、児童手当などの諸申請の
受け付け

● 他市町村から本市への転入に伴う妊婦
乳児健康診査受診票、予防接種ノート
の交付

◆保育課　 ☎23-4894
● 他市町村から本市への転入に伴う保

育所や認定こども園の入所・退所・転
園などの手続き

　

３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
は
、
転
入

者
や
転
出
者
が
多
い
た
め
、
通
常
の
窓

口
業
務
時
間
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

以
外
に
、
平
日
の
時
間
外
や
土
・
日
曜

日
に
も
本
庁
の
受
付
窓
口
を
臨
時
的
に

開
設
し
ま
す
。

●
窓
口
を
開
設
す
る
課　

本
庁
の
市
民
課
、
保
険
年
金
課
、
こ
ど

も
課
、
保
育
課

※�

各
総
合
支
所
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ

ー
で
は
、
平
日
の
時
間
延
長
お
よ
び

土
・
日
曜
日
は
開
庁
し
ま
せ
ん

３
月
27
日
㈫
～
４
月
４
日
㈬

住
所
異
動
に
関
す
る

受
付
窓
口
を
臨
時
開
設
し
ま
す



は申し込み、 は問い合わせの略です
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休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は 17：00 まで

月日 医療機関名 電話番号

3/21
㈬

原田医院（内・小・外） 26‒3330
伊達クリニック（内・循） 36‒7088
黒松病院（内） 38‒1120
都城フォレスト・クリニック脳神経外科（脳） 80‒4313
もちお蛯原医院（整・形） 21‒5355
北原医院（産・婦） 22‒4133
ありしま歯科医院 37‒3023

3/25
㈰

政所医院（小・内） 58‒2171
共立医院（内） 22‒0213
宇宿医院（内・胃・消） 25‒9031
柳田病院（脳・外） 22‒4862
石井皮膚科医院 23‒4588
かみながえクリニック（耳鼻） 25‒0224
いがらし歯科医院 25‒1525

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-
5555、歯科医師会は☎25-4100）で確認ください
●休日当番薬局

3/21 ㈬ ハロー、サンライト、もちおさくら

3/25 ㈰ 高城、坂口、東町、古川

みやざき医療ナビ

中
心
市
街
地
中
核
施
設M

allm
all

施
設
利
用
の
受
付
開
始

　

４
月
下
旬
に
オ
ー
プ
ン
す
る
中
心
市
街

地
の
「
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー
」「
未

来
創
造
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」「
ま
ち
な
か
広

場
」
の
利
用
申
請
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

●
受
付
開
始
日　

４
月
１
日
㈰　

９
時
～

※�

初
日
の
み
利
用
調
整
あ
り

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
対
象　

７
月
末
ま
で
（
一
部
は
来
年
４

月
末
）
に
各
施
設
の
会
議
室
や
セ
ミ
ナ
ー

室
、ま
ち
な
か
キ
ッ
チ
ン（
調
理
実
習
室
）、

広
場
な
ど
を
利
用
す
る
人

●
そ
の
他　

施
設
開
館
後
は
各
施
設
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い

　

都
城
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社

　
　
　

☎
26

－

１
１
０
０

中
心
市
街
地
中
核
施
設M

allm
all

都
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー
を
開
設

　

こ
れ
ま
で
、
こ
ど
も
課
窓
口
や
市
民
健

康
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
地
下
１
階
）
で
実

施
し
て
い
た
教
室
や
相
談
な
ど
を
、
４
月

２
日
㈪
か
ら
都
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
中

町
17
街
区
19
号　

☎
36

－
５
６
６
１
）
で

実
施
し
ま
す
。

●
開
館
時
間　

月
～
金
曜
日
、
第
２
日
曜

日
の
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※�

木
曜
日
の
み
19
時
ま
で
開
館
。
土
・
日

曜
日
（
第
２
日
曜
日
は
除
く
）、
祝
日

お
よ
び
年
末
年
始
は
休
館

●
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
業
務　

妊
娠
届
出
・
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
、
赤

ち
ゃ
ん
健
康
相
談
、
幼
児
健
康
診
査
、
パ

パ
マ
マ
教
室
、
こ
ど
も
の
予
防
接
種
・
母

子
の
健
康
・
子
育
て
に
関
す
る
相
談
な
ど

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
特
例
納
付
制
度
は
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
、

将
来
の
年
金
受
給
権
や
、
事
故
・
病
気
に

よ
り
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
の
障
害
年
金

の
受
給
資
格
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

申
請
期
間
は
、
20
歳
以
上
の
人
が
学
生

で
あ
る
期
間
の
う
ち
、
申
請
が
受
理
さ
れ

た
月
か
ら
２
年
１
カ
月
前
ま
で
と
、
申
請

し
た
年
の
年
度
末
ま
で
で
す
。
ま
た
、
猶

予
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
は
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
古
い
期
間
か
ら
順
に
納
付
で

き
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
対
象　

大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、高
等
専
門
学
校
、専
修
学
校
、

各
種
学
校
な
ど
に
在
学
す
る
20
歳
以
上
の

学
生
で
、
前
年
所
得
が
基
準
以
下
の
人

●
申
請
窓
口　

保
険
年
金
課
、
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ

ー
、
都
城
年
金
事
務
所

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

在
学
証
明
書
の
原
本
ま
た
は
学
生
証
の
表

裏
の
写
し
、
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
を
除

く
）、
年
金
手
帳

※�

前
年
ま
た
は
今
年
退
職
し
て
学
生
に
な

っ
た
人
は
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職

票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の

写
し
。
代
理
申
請
の
場
合
は
、
代
理
人

の
運
転
免
許
証
な
ど
、
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
が
必
要

　

保
険
年
金
課　

☎
23

－

２
６
２
９

都
城
年
金
事
務
所　

☎
23

－

２
５
７
１

上
下
水
道
局
窓
口
の
移
転

　

上
下
水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
受
付

と
、
料
金
な
ど
の
収
納
窓
口
は
、
３
月
19

日
㈪
か
ら
上
下
水
道
局
敷
地
内
に
新
設
し

た
「
お
客
様
セ
ン
タ
ー
」
に
移
転
し
ま
す
。

水
道
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン

タ
ー
を
利
用
く
だ
さ
い
。

　

上
下
水
道
局
総
務
課

　
　

☎
23

－

４
５
１
０

都
城
市
森
林
整
備
計
画
の
縦
覧

●
縦
覧
期
間　

３
月
23
日
㈮
ま
で
の
８
時

30
分
～
17
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

●
縦
覧
場
所　

森
林
保
全
課
（
市
役
所
本

館
４
階
）

※�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

●
意
見
書
の
提
出　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
封
書
で
森
林
保
全

課
（
〒
885

－

８
５
５
５
）

※�

法
人
ま
た
は
そ
の
他
の
団
体
は
、名
称
、

代
表
者
氏
名
、
団
体
の
目
的
、
主
た
る

事
業
所
の
所
在
地
、
電
話
番
号
を
記
入

く
だ
さ
い

　

森
林
保
全
課　

☎
23

－

２
１
５
２

赤
十
字
忌
明
寄
付

　

謹
ん
で
お
悔
や
み
申

し
上
げ
ま
す
。
遺
志
に

沿
い
赤
十
字
活
動
に
活

用
し
ま
す
。

●
故
人　

奥
森
孝
治
さ
ん
（
平
江
町
）

　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

ま
る

ま
る

ま
る

ま
る



ぼ
ん
ち
く
ん
と

歴
史
探
検

「
脇
指（
銘
：
井い
の

上う
え

和い
ず
み
の泉
守か
み

国く
に
貞さ
だ
）」

　

都
城
歴
史
資
料
館
に
は
、
県
内
外
の

刀
工
の
刀
が
多
数
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

写
真
は
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
井
上
和
泉

守
国
貞
銘
の
脇
指
で
す
。

　

二
代
目
井
上
和
泉
守
国
貞
は
、
江
戸

時
代
中
期
に
大
坂
（
＝
大
阪
）
で
活
躍

し
た
刀
工
で
「
大
坂
正
宗
」
と
称
さ

れ
、
寛か
ん

文ぶ
ん

新し
ん

刀と
う

時
代
を
代
表
す
る
名
工

で
す
。
寛
文
８
年
（
１
６
６
８
）
に
製

作
さ
れ
た
こ
の
脇
指
は
、
地じ

鉄が
ね

が
よ
く

打
た
れ
、
地じ

・
刃は

共
に
覇
気
の
あ
る
輝

き
を
見
せ
て
い
ま
す
。
国
貞
自
ら
の
作

風
を
確
立
し
、
円
熟
期
に
向
か
お
う
と

す
る
時
代
の
作
品
で
す
。

　

万ま
ん

治じ

４
年
（
１
６
６
１
）
に
朝
廷
か

ら
菊
紋
を
刀
の
茎な
か
ご

に
刻
す
る
こ
と
を
許

さ
れ
た
国
貞
は
、
こ
の
脇
指
を
製
作
し

た
後
、
寛
文
12
年
（
１
６
７
２
）
に
名

を
「
井
上
真し
ん

改か
い

」
と
改
め
ま
し
た
。
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都
城
島
津

「
目め

ぐ
ろ
し
ろ
が
ね
ず

黒
白
金
図
」

　

江
戸
時
代
、
各
藩
の
藩
主
は
江
戸

に
屋
敷
を
持
ち
、
藩
と
江
戸
を
定
期

的
に
往
復
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

屋
敷
は
上か
み

・
中な
か

・
下し
も

に
分
け
ら
れ
、

役
割
も
明
確
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
下
屋
敷
は
江
戸
湾

近
く
に
配
置
さ
れ
、
物
資
の
荷
揚
げ

な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

徐
々
に
藩
主
の
別
邸
と
し
て
の
役
割

が
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
図
は
、
幕
末
に
刊
行
さ
れ
た

江
戸
（
現
在
の
渋
谷
付
近
）
の
地
図

で
、
薩
摩
藩
の
下
屋
敷
が
目
黒
白
金

付
近
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

都
城
島
津
家
の
家
臣
ら
は
、
藩
主
に

随
行
し
て
江
戸
に
行
っ
た
際
、
こ
の

下
屋
敷
に
滞
在
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。寺
社
仏
閣
な
ど
が
記
載
さ
れ
、

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
よ
う
な
役
割

も
あ
っ
た
こ
の

図
を
片
手
に
、

江
戸
の
街
並
み

を
散
策
し
て
い

た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

市 立 図 書 館 　 　 ●４月末に開館予定
高 城 図 書 館 　 　 ●３月31日まで臨時休館

高城郷土資料館だより
今回は、図書館だよりをお休みし、特別号として高城郷土資料館を紹介します。

号 

外

　高城郷土資料館は、南北朝時代の
月
がっ

山
さん

日
ひ

和
わ

城
じょう

跡に平成 4 年に建てられ
ました。
　館内に、高城地域の歴史・文化を
紹介する考古資料や歴史資料、民俗
資料などを展示。最上階の展望所か
らは、都城盆地を一望できます。

西郷隆盛の書簡も展示！
　高城町の名家「後藤家」に保管されていた資料「西
郷請

う け

薬
や く

書
し ょ

簡
か ん

」が展示されていま
す。これは、西郷隆盛から伊集
院病院長に宛てた書簡で「沸

ふ っ

騰
と う

散
さ ん

を少々御恵投下しなされたく
希
ね が

い奉り候」と書かれています。

重
じゅう

弧
こ

文
もん

器
き

台
だい

　高城町石山にある城
じょう

ヶ
が

尾
お

遺跡からバラバ
ラの状態で出土し、接合されて復元。重弧
文は、弥生時代中期末から終末期までの各
種の土器に描かれていますが、器台に描か
れているものは大変珍しいものです。

船
ふな

印
じるし

旗
はた

幟
のぼり

「稲
いな

福
ふく

丸
まる

」
　文久元年（1861）に完成し、藩御用帆船とし
て就航した稲福丸の船印の旗幟です。このような
船印は、鹿児島藩領内に現在３つ残されています
が、稲福丸の幟（縦408㎝、横100㎝）が最大です。

高 城 郷 土 資 料 館　 　 ●休 館 日　毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は火曜日）、年末年始
(高城町大井手2643番地５)　 　 ●開館時間　 ９：30 ～17：00
☎58－5963　　　　　 　 　　　 ●入 館 料　大人210円（160円）、高校生160円（100円）、小・中学生100円（50円）
　　　　　　　　　　　　 　 　※（　）は20人以上の団体料金。第３日曜日の家庭の日は無料

３
月
９
日
㈮
～
４
月
22
日
㈰
の
期
間
、
都
城
歴

史
資
料
館
企
画
展
「
日
本
刀
の
世
界
」
で
展
示 茎の裏 茎の表



このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

に
寄
せ
ら
れ
た
お
便
り

市
長
の
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
読
ん
で
、
50
年
住
ん
で

い
る
都
城
な
の
に
知
ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。

笑
っ
て
老
後
を
送
れ
る
「
都
城
」
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
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北
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Ｋ
さ
ん
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新
北
消
防
署
の
移
転
に
伴
い
、
最
先
端
の
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が
整

え
ら
れ
、
こ
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の
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害
対
応
や
救
急
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助
な
ど

大
い
に
期
待
が
持
て
ま
し
た
。
ま
た
、
防
災
救
急
ヘ

リ
「
あ
お
ぞ
ら
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運
用
は
、
医
療
や
道
路
整
備
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不
十
分
な
地
域
に
欠
か
せ
な
い
と
実
感
し
ま
し
た
。
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ふ
る
さ
と
納
税
２
年
連
続
日
本
一
で
の
総
務
大
臣
表

彰
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
す
て
き
な
所
に
住

め
て
う
れ
し
い
で
す
。
市
の
今
後
の
取
り
組
み
が
気

に
な
り
ま
す
。
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人
の
風
景
の
泉
ヶ
丘
中
学
生
、
Ｗ
Ｒ
Ｏ
２
０
１
７
国

際
大
会
出
場
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
都
城
か
ら

素
晴
ら
し
い
子
ど
も
た
ち
が
出
場
し
て
い
て
感
動
し

ま
し
た
。

（
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二
丁
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ん
）

伝
承
館
だ
よ
り
の
示じ

現げ
ん

流り
ゅ
う

、
時
代
劇
に
時
々
出
て
き

ま
す
ね
。
始
祖
は
島
津
家
家
臣
だ
と
い
う
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
を
ひ
も
と
く
と
親
し

み
が
湧
い
て
き
ま
す
ね
。

（
上
川
東
一
丁
目　

Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
さ
ん
）

1月号

許
きょ きん

錦さん（中国）

◎問い合わせ　国際化推進室　☎23-2295

「 1 年って本当にあっという間だね」。月日は弓
から放たれた矢のようにあっという間に過ぎ去り、
もう帰国の時期を迎えます。

この 1 年間を振り返ると、学校での母国文化の
紹介活動やラジオ出演、市民向けの中国語講座、
国際交流イベントへの参加など、楽しい国際交流
を幅広く進めてきました。皆さんに長い歴史を誇
る中国への理解を深めてもらうことができ、私も
日本の文化に存分に触れることができました。

仕事のほかにもさまざまなイベントに参加。都
城市の魅力も満喫することができ、仕事もプライ
ベートも充実した一年でした。

そして、職場の同僚の協力や市民の皆さんから
の応援があったからこそ、国際交流員としての役
目を順調に果たすことができたと思います。たく
さんお世話になり、本当に
ありがとうございました。
また、皆さんにいつか会え
ることを楽しみにしていま
す。ありがとう、都城！

ありがとう、都城！
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QUIZ

◆今月号で特に興味を持ったページのタイトル

◆今月号を読んでのわたしの一言

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
官
製
は
が
き
で
も
可
）

広 報 都 城

■１月号クイズの結果【応募総数61通】
　◎正解／①北消防署  ②ふるさと  ③市議会

ク イ ズ

問　① 市では、○○（結婚活動）を支援しています

答  
問　②○○隆盛直筆の書が寄贈されました

答  
問　③愛犬を守るために必ず受けましょう
　　　○○○予防注射

答  



フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　－

POST　CARD

8 8 5 8 5 5 562 円切手を
お貼りください

　

商品提供事業者

都城市役所 秘書広報課 行
（広報  都城  Vol.147  2018年 3 月号）

読者プレゼント今月の

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電
　話番号と、わたしの一言や 3 月号を読んだ感想を書
　いて　〒885-8555 　秘書広報課まで。正解者の中か
　ら抽選でプレゼントを差し上げます。
※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選  
　者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　 3月31日㈯　当日消印有効
◎発表　本紙 5 月号
◎ 1 月号当選者　千財丸八代美さん　他 2 人

※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募
集しています。詳細については、秘書広報課まで問
い合わせください

㈱せとやま弁当（松元町1 - 1）　☎22-1000

【名物駅弁「かしわめし」 ２ 個　 ３組】

　昭和30年発売当時から
変わらぬ名物駅弁「かし
わめし」をプレゼントし
ます。都城でおもてなし
料理として振る舞われた
郷土の味をぜひ、ご賞味
ください。

春キャベツのサラダ 一日に5皿の野菜料理を食べよう！
※1人分81kcal、塩分0.9g

香りや苦味のある菜の花やアスパラなどを入れ
ても、おいしく食べられます。

春キャベツは、水分を多
く含み、ビタミンＣも

豊富。やわらかく甘みがあるので、サラダやあえ物な
ど生で食するのに適しています。また、シャキシャキ
した食感は、食欲の増進に効果があります。

◎問い合わせ　健康課　☎23－2765

●材料（4人分）
　キャベツ…120g　塩…少々　レーズン…20g
　ブロッコリー…100g　ロースハム…40g
　Ａ　無糖ヨーグルト…40g　マヨネーズ…大１
　　　レモン汁…小１　塩…小1/4　こしょう…少々

●下準備
　キャベツ…１㎝角に切って塩をまぶし、しんな
　　　　　　りしたら水洗いして絞る
　ブロッコリー…食べやすい大きさに切り、ゆでる
　レーズン…ザルに入れ、湯をかける　
　ロースハム…１cm角に切る

●作り方
　①Ａを混ぜ合わせ、キャベツ、ブロッコリー、
　　レーズン、ロースハムとあえる
　②器に盛り付ける



編集後記

インフォメーション

都城市現住人口

平成30年2月1日現在 前月比 前年比
世 帯 数 70,450世帯 （7） （315）
人口総数 162,794人 （－70）（－968）
男　　性 76,551人 （2） （－503）
女　　性 86,243人 （－72）（－465）

※平成27年国勢調査に基づく推計人口です

たわわに実ったキンカン
恒例の完熟キンカンの収

穫体験が 2 月 7 日、山之口
町富吉の農家のビニールハ
ウスで行われ、富吉小学校
の 1 ・ 2 年生27人が参加し
ました。児童らは、はさみ
の使い方の指導を受けると、鮮やかに色づき大きく実ったキ
ンカンを丁寧に収穫。自分で収穫したみずみずしいキンカン
を頬張りながら、「おいしい」と笑顔を浮かべていました。

今月の表紙

スマートフォンから
も市政情報がご
覧になれます

ラジオ番組の案内

テレビ番組の案内
市の提供番組紹介

■MRTラジオ（AM放送936kHz、ワイドFM90.4MHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週月～金曜日（祝日除く）15：30 ～ 15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」
　毎週月～金曜日　9：49～9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）
　「みやこんじょジャーナル」※毎回10分間放送
　① 6：50 ～　②11：50 ～　③17：50 ～
　④20：50 ～　⑤22：50 ～

地域おこし協力隊だより③

都城志布志道路梅北IC・金御岳IC間開通記念ウオーキン
グ大会を取材。美しい霧島も望める快晴の下、車両しか通
れない道路を歩けるとウキウキ。ただ、参加者撮影のた
め、カメラと三脚を担いで前へと走らねばならず、息絶え
絶え、日ごろの運動不足を後悔しました。しかし、走るか
らこそ、カメラを構えるからこそ見える景色や笑顔があっ
て、さらに極め付けのぜんざいの振る舞い。「おいしい思
い」ができた一日でした。市内では多くの催しが開催され
ていますが、面倒くさがらずに出掛けてみると、期待以上
の「おいしい思い」があるかもしれませんよ。（智）

市役所の開庁時間 平日8：30～17：15 ※土・日・祝日は閉庁

■毎週木曜日
　市民課証明窓口は17：15 ～19：00まで夜間対応
■図書館での各種証明書発行は終了しました。
　マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニで
　各種証明書を取得できます（6：30 ～ 23：00）

　地域外の人材を活用し、地域の課題解決に
取り組む「地域おこし協力隊」制度。本市の
隊員の活動を紹介します。

◎問い合わせ　総合政策課　☎ 23-7161

日々の業務
　高崎町の大牟田農産加工セン
ターで、新しい特産加工品の開
発や販路開拓、センターの経営
改善や担い手の育成を行ってい
ます。現在は、廃棄されてしま
うシイタケの軸を活用した粉末
だしを開発中で、試作を繰り返
しています。 4 月下旬の販売を
予定しています。その際は、ぜ
ひ、ご賞味ください。

これから取り組みたいこと
　センターを活性化させるためには、店頭商品の充
実や新商品開発が大きな課題です。
6 次化商品の開発を考えている農
家の人の相談に乗り、地域の皆さ
んと一緒にセンターを盛り上げて
いきます。
　また、センターでしか購入でき
ない限定商品もあるので、市内外に
しっかりアピールしていきます。

大内  康
やすなり

勢さん
（平成29年 9 月着任）

　美空ひばりをはじめ、男女を問わ
ないクオリティーの高いものまねで
話題の青木隆治が、最後の全国ツアー
を開催。特別企画「歌・ダンス・も
のまね・コント・漫才等、オールジ
ャンルのエンターテイメント選手権」
の出演者も募集しています。詳しく
は、青木隆治公式サイトを確認ください。
●日　時　 7 月 7 日㈯　17：00開演
●料　金　6,800円　※ 3 月25日㈰から一般販売
◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

青木隆治　 20th Anniversary Tour
ものまね集大成となる最後のツアー

　交流プラザ 1 階の「ほっと
スペース」は、無料でWi-Fi
が利用できる休憩スペースで
す。自動販売機や雑誌、新聞
などもあるので、ゆっくりとくつろげます。
●利用時間　9：00～22：00
●利用料　無料
◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

W
ワイファイ

i-Fiも利用できます

ほっとスペース
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